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論
　
稿

岡
山
県
新
見
市
の
金
売
吉
次
伝
説

原
　
田
　
信
　
之
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文
学
）

『
義
経
記
』
な
ど
に
登
場
す
る
金
売
吉
次
は
、
源
義
経
の
運
命
を
左
右
し
た
と
さ
れ
る
伝
説
的
人
物
で
あ
る
。
吉
次
に
関
係
す
る
と
い

う
伝
説
を
伝
え
て
い
る
地
は
全
国
に
あ
り
、
金
売
吉
次
伝
説
を
め
ぐ
る
問
題
は
金
属
文
化
の
面
か
ら
も
注
目
さ
れ
る
。
岡
山
県
新
見
市

（
旧
備
中
国
）
に
も
吉
次
に
関
す
る
伝
説
が
存
在
し
て
お
り
、
古
く
は
『
古
戦
場
備
中
府
志
』
（
一
七
三
五
年
成
立
）
に
記
述
が
あ
る
。

吉
次
生
誕
地
伝
説
の
あ
る
新
見
市
哲
西
町
八
鳥
地
区
は
源
頼
朝
の
御
家
人
市
川
別
当
行
房
に
よ
り
築
城
さ
れ
た
と
い
う
伝
承
が
あ
る
西
山

城
の
城
下
町
と
し
て
栄
え
た
地
域
で
、
吉
次
の
産
湯
の
井
戸
や
道
明
寺
屋
敷
と
称
さ
れ
る
居
住
地
の
伝
説
が
あ
る
。
吉
次
終
焉
地
伝
説
の

あ
る
新
見
市
足
立
田
曽
地
区
に
は
吉
次
の
墓
と
伝
え
ら
れ
る
金
石
さ
ん
と
呼
ば
れ
る
墓
石
が
あ
り
、
周
辺
に
は
多
数
の
「
た
た
ら
製
鉄
」

の
跡
が
あ
る
。
新
見
市
に
金
売
吉
次
伝
説
が
伝
え
ら
れ
て
き
た
背
景
に
は
、
中
国
地
方
各
地
で
盛
ん
で
あ
っ
た
「
た
た
ら
製
鉄
」
や
「
炭

焼
」
「
鋳
物
師
」
の
存
在
等
が
関
係
し
て
い
る
と
推
定
さ
れ
、
生
誕
地
伝
説
か
ら
終
焉
地
伝
説
ま
で
そ
ろ
っ
た
金
売
吉
次
伝
説
の
一
事
例

と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

（
キ
ー
ワ
ー
ド
）
金
売
吉
次
、
新
見
市
、
道
明
寺
屋
敷
、
金
石
さ
ん
、
た
た
ら
製
鉄

は
じ
め
に

金
売
吉
次
は
『
平
治
物
語
』
『
平
家
物
語
』
『
源
平
盛
衰
記
』
『
義
経
記
』
な
ど
に
登
場
す

る
金
商
人
で
、
源
義
経
（
一
一
五
九
～
一
一
八
九
）
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
さ
れ
る
伝
説

的
人
物
で
あ
る
。

吉
次
が
『
義
経
記
』
に
初
め
て
登
場
す
る
の
は
、
巻
一
「
吉
次
が
奥
州
物
語
の
事
」
で
あ
る
。

牛
若
か
ら
改
名
し
て
遮
那
王
と
称
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
十
六
歳
の
時
（
後
に
元
服
し
て
義

経
と
改
名
）
の
記
述
に
「
そ
の
比
三
条
に
大
福
長
者
あ
り
。
名
を
ば
吉
次
宗
高
と
ぞ
申
し
け
る
。

毎
年
奥
州
へ
下
る
金
商
人
な
り
け
る
」
と
い
う
部
分
が
あ
る�

１
�。

こ
の
記
述
に
よ
る
と
、
吉
次
宗

高
は
京
都
の
三
条
に
住
む
長
者
で
、
毎
年
奥
州
に
下
る
金
商
人
だ
と
い
う
。
そ
の
後
、
金
商
人

吉
次
は
遮
那
王
に
奥
州
の
事
情
を
説
明
し
て
取
り
入
り
、
後
に
元
服
し
た
義
経
を
藤
原
秀
衡
に

引
き
合
わ
せ
て
褒
美
を
も
ら
う
こ
と
に
な
る
。

金
商
人
と
し
て
渡
り
歩
い
た
と
さ
れ
る
た
め
か
、
全
国
各
地
に
金
売
吉
次
に
関
す
る
伝
説
が

あ
る
。
例
え
ば
、
岩
手
県
奥
州
市
衣
川
区
（
旧
衣
川
村
）
長
者
原
廃
寺
の
金
商
人
吉
次
屋
敷
跡

伝
説�

２
�、

宮
城
県
東
松
島
市
大
曲
（
旧
矢
本
町
大
曲
）
字
五
味
倉
の
金
売
吉
次
居
住
伝
説�

３
�、

宮
城
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県
石
巻
市
（
旧
河
南
町
須
江
）
関
ノ
入
・
長
者
館
跡
の
金
売
吉
次
仮
居
住
伝
説�

４
�、

山
形
県
山
形

市
上
宝
沢
（
旧
上
宝
沢
村
）
の
住
吉
神
社
は
炭
焼
藤
太
の
息
子
金
売
吉
次
が
社
殿
を
建
立
し
た

と
い
う
伝
説�

５
�、

福
島
県
会
津
若
松
市
神
指
町
高
瀬
（
旧
高
瀬
村
）
の
観
音
堂
は
金
売
吉
次
・
吉

内
・
吉
六
の
う
ち
溺
死
し
た
吉
六
の
冥
福
を
祈
る
た
め
建
立
さ
れ
た
と
い
う
伝
説�

６
�、

熊
本
県
熊

本
市
北
区
（
旧
植
木
町
）
の
吉
次
峠
は
金
売
吉
次
信
高
が
強
盗
に
殺
さ
れ
て
そ
の
墓
が
あ
る
こ

と
に
由
来
す
る
と
い
う
伝
説�

７
�な

ど
、
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。
こ
れ
ら
各
地
の
伝
説
に
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
事
例
ご
と
に
金
売
吉
次
伝
説
が
成
立
す
る
こ
と
に
な
っ
た
背
景
が
あ
る
と
み
て
よ

い
で
あ
ろ
う
。

岡
山
県
新
見
市
（
旧
備
中
国
）
に
も
金
売
吉
次
に
関
す
る
伝
説
が
存
在
し
て
い
る
。
新
見
市

に
伝
承
さ
れ
て
い
る
金
売
吉
次
に
関
す
る
伝
説
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
、
そ
れ
ら
の
金
売
吉
次

伝
説
に
は
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
は
岡
山
県
新
見
市
で
採
集
し
た
伝

説
に
つ
い
て
ま
と
め
、
新
見
市
の
金
売
吉
次
伝
説
を
め
ぐ
る
諸
問
題
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
。

Ⅰ

備
中
国
の
金
売
吉
次
伝
説

備
中
国
の
金
売
吉
次
伝
説
に
関
す
る
も
の
で
最
も
古
い
も
の
は
、享
保
二
十
年（
一
七
三
五
）

成
立
の
平
川
金
兵
衛
親
忠
『
古
戦
場
備
中
府
志
』
巻
之
二
哲
田
（
多
ヵ
）
郡
六
郷
「
西
山
城
　
八

鳥
村
」
項
の
末
尾
に
あ
る
記
述
で
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

私
云
、
源
義
経
卿
を
奥
州
に
具
足
し
奉
る
売
金
の
商
吉
次
・
末
春
は
石
田
氏
に
て
、

当
町
の
宿
屋
道
明
寺
屋
と
号
す
。
当
郡
井
村
に
吉
次
が
塚
と
て
旧
跡
有
。
人
皆
し
る
所
也
。

高
野
山
東
光
院
に
守
本
尊
十
一
面
観
音
の
像
を
寄
進
す
。
寄
付
証
文
に
も
、
備
中
国
哲
田

（
多
ヵ
）
郡
八
鳥
町
道
明
寺
屋
石
田
氏
吉
次
・
末
春
と
書
記
し
畢�

８
�。

こ
の
部
分
に
は
、
源
義
経
を
奥
州
ヘ
連
れ
て
行
っ
た
金
売
商
吉
次
末
春
は
石
田
氏
で
、
（
吉

次
の
家
は
）
町
の
宿
屋
道
明
寺
屋
と
称
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
（
備
中
国
）
哲
多
郡
井
村
（
現
在

の
岡
山
県
新
見
市
足
立
）
に
「
吉
次
が
塚
」
と
い
う
旧
跡
が
あ
り
皆
が
知
っ
て
い
る
こ
と
、（
吉

次
が
）高
野
山
東
光
院
に
守
り
本
尊
の
十
一
面
観
音
像
を
寄
付
し
た
こ
と
、寄
付
証
文
に
も「
備

中
国
哲
田
（
多
ヵ
）
郡
八
鳥
町
道
明
寺
屋
石
田
氏
吉
次
・
末
春
」
と
記
さ
れ
て
あ
る
こ
と
が
述

べ
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
哲
田
郡
は
哲
多
郡
の
誤
記
で
あ
る
。

備
中
国
の
金
売
吉
次
伝
説
に
関
す
る
も
の
で
次
に
古
い
も
の
は
、宝
暦
三
年（
一
七
五
三
）～

七
年
（
一
七
五
七
）
成
立
の
石
井
好
胤
『
備
中
集
成
志
』
第
三
之
巻
神
社
之
部
「
井
村
末
吉
宮
」

の
項
に
あ
る
記
述
で
、
そ
れ
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

一
、
哲
多
郡
井
村
ニ
金
売
吉
次
末
春
之
宮
有
。
末
春
ハ
当
郡
八
鳥
町
道
明
寺
屋
石
田
氏
、

吉
次
末
春
ト
テ
源
義
経
公
ヲ
奥
州
ヘ
奉

二

具
足

一

金
売
也
。
高
野
山
東
光
院
ヘ
吉
次
守
本
尊

之
十
一
面
観
音
之
像
ヲ
寄
付
証
文
于
今
有
之
也�

９
�。

こ
の
記
述
で
は
、
（
備
中
国
）
哲
多
郡
井
村
に
「
金
売
吉
次
末
春
之
宮
」
が
あ
る
こ
と
、
金

売
吉
次
末
春
は
哲
多
郡
八
鳥
町
（
現
在
の
新
見
市
哲
西
町
八
鳥
「
町
」
区
）
の
道
明
寺
屋
石
田

氏
で
あ
る
こ
と
、
吉
次
末
春
は
源
義
経
を
奥
州
ヘ
連
れ
て
行
っ
た
金
売
で
あ
る
こ
と
、
高
野
山

東
光
院
に
吉
次
が
守
り
本
尊
の
十
一
面
観
音
像
を
寄
付
し
た
証
文
が
今
で
も
有
る
こ
と
が
述

べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
『
備
中
集
成
志
』
の
記
述
は
、
二
十
余
年
先
行
す
る
『
古
戦
場
備
中
府

志
』
を
参
考
に
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
両
者
の
相
違
と
し
て
は
、
『
古
戦
場
備

中
府
志
』
に
は
哲
多
郡
井
村
に
「
吉
次
が
塚
」
と
い
う
旧
跡
が
あ
る
と
い
う
部
分
が
、
『
備
中

集
成
志
』
で
は
「
金
売
吉
次
末
春
之
宮
」
が
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
点
と
、
『
古
戦
場
備
中
府

志
』
に
は
吉
次
の
家
は
町
の
「
宿
屋
道
明
寺
屋
」
と
あ
る
部
分
が
、『
備
中
集
成
志
』
で
は
「
宿

屋
」
が
省
略
さ
れ
て
「
道
明
寺
屋
」
と
だ
け
記
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。

次
に
古
い
も
の
は
、『
備
中
集
成
志
』が
成
立
し
て
か
ら
百
二
十
六
年
後
の
明
治
十
六
年（
一

八
八
三
）
に
作
成
さ
れ
た
『
備
中
国
哲
多
郡
八
鳥
村
誌
』
「
道
明
寺
屋
宅
跡
」
の
項
に
あ
る
記

述
で
、
そ
れ
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

本
村
字
町
場
ニ
ア
リ
、
古
時
源
義
経
ニ
従
ヒ
奥
州
ヘ
越
シ
タ
ル
金
売
商
石
田
吉
次
末
春

ノ
居
住
セ
シ
所
ニ
シ
テ
、
其
屋
号
ヲ
道
明
寺
屋
ト
称
セ
シ
ト
云
、
而
シ
テ
石
田
氏
居
跡
ヲ

証
明
ス
ヘ
シ
モ
ノ
ナ
シ
ト
雖
ト
モ
、
或
ル
書
ニ
紀
伊
国
高
野
山
東
光
院
ニ
氏
カ
供
シ
タ
ル

同
院
本
尊
十
一
面
観
世
音
ノ
肖
像
寄
付
証
文
ニ
、
備
中
国
哲
多
郡
八
鳥
町
道
明
寺
屋
石
田

吉
次
末
春
ト
見
ヘ
タ
リ
ト
古
老
ノ
口
碑
ニ
伝
ヘ
、
今
別
ニ
著
シ
キ
遺
徴
ナ
シ

こ
の
『
備
中
国
哲
多
郡
八
鳥
村
誌
』
の
記
述
は
『
古
戦
場
備
中
府
志
』
を
参
考
に
し
て
作
成

さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
、
文
中
の
「
或
ル
書
」
と
は
『
古
戦
場
備
中
府
志
』
の
こ
と
と
推
定
さ

（
　
）
10
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れ
る
。
八
鳥
村
内
の
こ
と
を
調
査
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
井
村
の
「
吉
次
が
塚
」
の
記
述
が

省
略
さ
れ
て
い
る
。

次
に
古
い
も
の
は
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
阿
哲
郡
誌
』「
道
明
寺
屋
敷
」

の
項
に
あ
る
記
述
で
、
そ
れ
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

野
馳
村
八
鳥
西
山
城
趾
の
西
麓
、
字
町
の
中
央
に
道
明
寺
屋
敷
と
称
す
る
処
あ
り
。
備

中
府
志
に
曰
ふ
。
源
義
経
の
牛
若
丸
と
称
し
た
る
頃
、
鞍
馬
を
出
で
て
奥
州
に
逃
れ
し
時
、

之
を
伴
ひ
た
る
金
売
商
吉
次
末
春
の
住
せ
し
所
な
り
と
。
吉
次
は
石
田
氏
に
し
て
当
町
の

富
豪
道
明
寺
屋
と
号
す
。
高
野
山
東
光
院
に
守
本
尊
十
一
面
観
音
の
像
を
寄
進
し
、
其
寄

付
証
文
に
備
中
国
哲
田
郡
八
鳥
町
道
明
寺
屋
石
田
氏
吉
次
末
春
と
署
名
せ
り
と
。
野
馳
校

長
故
難
波
氏
の
高
野
山
に
照
合
せ
ら
れ
し
に
、
火
災
に
か
ゝ
り
て
今
や
其
物
な
し
と
の
こ

と
な
り
。
上
市
村
井
村
の
田
曽
と
い
ふ
処
に
石
田
吉
次
の
墓
あ
り
と
伝
ふ
る
も
確
証
を
得

ず
。

文
中
に
「
備
中
府
志
に
曰
ふ
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
『
阿
哲
郡
誌
』
は
『
古
戦
場
備
中
府
志
』

を
利
用
し
て
こ
の
部
分
を
記
述
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。『
阿
哲
郡
誌
』
で
『
古
戦
場
備
中
府
志
』

に
記
さ
れ
て
い
な
い
情
報
は
、
最
初
の
「
野
馳
村
八
鳥
西
山
城
趾
の
西
麓
、
字
町
の
中
央
に
道

明
寺
屋
敷
と
称
す
る
処
あ
り
」
と
い
う
部
分
と
、
最
後
の
「
野
馳
校
長
故
難
波
氏
の
高
野
山
に

照
合
せ
ら
れ
し
に
、
火
災
に
か
ゝ
り
て
今
や
其
物
な
し
と
の
こ
と
な
り
。
上
市
村
井
村
の
田
曽

と
い
ふ
処
に
石
田
吉
次
の
墓
あ
り
と
伝
ふ
る
も
確
証
を
得
ず
」
と
い
う
部
分
で
あ
る
。

最
初
の
部
分
に
は
、
野
馳
村
八
鳥
（
現
在
の
新
見
市
哲
西
町
八
鳥
）
の
西
山
城
趾
の
西
麓
で
、

字
町
（
現
在
の
町
区
）
の
中
央
に
「
道
明
寺
屋
敷
」
と
称
さ
れ
る
地
が
あ
る
と
記
さ
れ
て
お
り
、

『
古
戦
場
備
中
府
志
』
よ
り
詳
細
な
記
述
と
な
っ
て
い
る
。
最
後
の
部
分
に
は
、
野
馳
（
尋
常

高
等
小
学
校
）
校
長
故
難
波
氏
が
高
野
山
に
吉
次
の
寄
付
証
文
に
つ
い
て
照
合
し
た
と
こ
ろ
、

火
災
の
た
め
今
は
そ
の
寄
付
証
文
は
残
っ
て
い
な
い
と
の
返
答
が
あ
っ
た
こ
と
と
、
上
市
村
井

村
田
曽
（
現
在
の
新
見
市
足
立
田
曽
）
に
石
田
吉
次
の
墓
が
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
確
証

を
得
な
い
と
い
う
二
点
の
新
た
な
説
明
が
付
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
資
料
か
ら
、
少
な
く
と
も
十
八
世
紀
前
半
に
は
備
中
国
に
お
い
て
金
売
吉
次
伝
説

が
成
立
し
て
い
た
ら
し
い
こ
と
と
、
備
中
国
に
は
哲
多
郡
八
鳥
（
新
見
市
哲
西
町
八
鳥
）
と
哲

多
郡
井
村
（
新
見
市
足
立
）
の
二
ヶ
所
に
金
売
吉
次
関
連
伝
説
が
伝
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
が
わ

か
る
。

Ⅱ

八
鳥
の
金
売
吉
次
産
湯
井
戸

最
初
に
、
備
中
国
哲
多
郡
八
鳥
（
現
在
の
岡
山
県
新
見
市
哲
西
町
八
鳥
）
の
金
売
吉
次
伝
説

に
つ
い
て
検
討
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
先
に
見
た
『
古
戦
場
備
中
府
志
』『
備
中
集
成
志
』

『
備
中
国
哲
多
郡
八
鳥
村
誌
』
『
阿
哲
郡
誌
』
の
情
報
を
ま
と
め
る
と
、
吉
次
は
源
義
経
を
奥

州
ヘ
連
れ
て
行
っ
た
金
売
商
で
、
石
田
吉
次
末
春
と
い
い
、
屋
敷
跡
は
西
山
城
趾
の
西
麓
に
位

置
す
る
八
鳥
「
町
」
区
の
中
央
に
あ
る
「
道
明
寺
屋
」
で
、
『
古
戦
場
備
中
府
志
』
が
成
立
し

た
享
保
二
十
年
（
一
七
三
五
）
頃
に
は
道
明
寺
屋
は
「
宿
屋
」
で
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
、
高
野

山
東
光
院
に
吉
次
が
守
り
本
尊
の
十
一
面
観
音
像
を
寄
付
し
た
証
文
が
有
る
と
伝
え
ら
れ
て

い
た
こ
と
、
吉
次
の
寄
付
証
文
に
つ
い
て
野
馳
校
長
故
難
波
氏
が
高
野
山
に
問
い
合
わ
せ
た
が

火
災
の
た
め
今
は
そ
の
寄
付
証
文
は
残
っ
て
い
な
い
と
の
返
答
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
わ
か

る
。昭

和
四
年
（
一
九
二
九
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
阿
哲
郡
誌
』
「
道
明
寺
屋
敷
」
の
項
に
「
野
馳

校
長
故
難
波
氏
の
高
野
山
に
照
合
せ
ら
れ
し
に
、
火
災
に
か
ゝ
り
て
今
や
其
物
な
し
と
の
こ
と

な
り
」
と
あ
る
記
述
に
つ
い
て
、
新
見
市
立
野
馳
小
学
校
で
聞
い
て
み
た
が
、
関
連
資
料
は
残

っ
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
野
馳
小
学
校
調
査
時
に
閲
覧
し
た
野
馳
小
学
校

創
立
百
周
年
史
誌
編
集
委
員
会
編
「
野
馳
小
教
育
の
あ
ゆ
み
」（
昭
和
四
十
八
年
発
行
）
に
、
野

馳
尋
常
高
等
小
学
校
第
三
代
校
長
難
波
柾
苧
氏
が
、
明
治
四
十
二
年
か
ら
大
正
十
一
年
ま
で
校

長
職
に
あ
り
、
在
職
中
に
亡
く
な
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
難
波
柾
苧

校
長
が
吉
次
の
寄
付
証
文
に
つ
い
て
高
野
山
に
問
い
合
わ
せ
た
の
は
明
治
四
十
二
年
か
ら
大

正
十
一
年
ま
で
の
間
ら
し
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
故
難
波
柾
苧
校
長
の
長
男
難
波
栖
記
氏
は
元

哲
西
町
長
で
あ
っ
た
が
既
に
亡
く
な
っ
て
お
ら
れ
る
た
め
、
子
孫
の
方
々
に
聞
い
て
み
た
が
、

高
野
山
に
問
い
合
わ
せ
た
件
は
聞
い
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
栖
記
氏
が
亡
く

な
ら
れ
た
後
に
大
量
の
書
類
を
焼
却
し
た
と
の
こ
と
な
の
で
、
関
連
書
類
は
存
在
し
な
い
よ
う

で
あ
る
。

（
　
）
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現
在
、
八
鳥

�
�
�
�

に
は
町�

�

区
と
谷�

�

区
の
二
地
区
が
あ
る
。
町
区
は
戦
国
期
の
西
山

�
�
�
�

城
下
と
し
て
形

成
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、
西
山
城
跡
は
標
高
約
五
百
メ
ー
ト
ル
の
要
害

�
�
�
�

山
上
に
あ
る
。

西
山
城
（
要
害
山
城
と
も
い
う
）
に
つ
い
て
、『
古
戦
場
備
中
府
志
』
巻
之
二
哲
田
（
多
ヵ
）
郡

六
郷
「
西
山
城
　
八
鳥
村
」
の
項
に
「
当
城
開
基
、
布
（
市
ヵ
）
川
別
当
行
房
。
文
治
二
年
（
一

一
八
六
）
正
月
、
鶴
岡
御
参
詣
随
兵
二
十
人
の
烈
也
。
天
文
年
中
久
代
弾
正
。
先
祖
は
備
後
国

久
代
の
領
主
に
て
宮
氏
也
。
（
後
略
）
」
（
丸
括
弧
内
注
記
原
田
）
 と
あ
り
、
『
備
中
集
成
志
』

巻
九
之
巻
古
城
之
部
・
哲
多
郡
之
分
「
西
山
城
　
八
鳥
村
」
の
項
に
は
「
当
城
開
基
市
川
別
当

行
房
。
鎌
倉
右
大
将
家
ヨ
リ
被
宛
行
ケ
ル
。
天
文
年
中
城
主
久
代
弾
正
領
ス
。
先
祖
備
後
国
久

代
ノ
領
主
本
姓
宮
氏
也
。
（
後
略
）
」
と
あ
る
。

『
岡
山
県
大
百
科
事
典
』
は
「
西
山
城
」
に
つ
い
て
「
阿
哲
郡
哲
西
町
八
鳥
の
要
害
山
に
あ

っ
た
中
世
の
山
城
。
鎌
倉
時
代
初
頭
に
源
頼
朝
の
家
人
市
川
別
当
行
房
が
築
城
し
た
と
い
わ
れ

る
。
１
５
１
６
年
（
永
正
１
３
）
行
房
の
子
孫
の
市
川
式
部
少
輔
経
好
は
こ
の
城
か
ら
山
口
の

鴻
の
峰
城
主
に
移
っ
た
。
そ
の
あ
と
に
備
後
西
城
か
ら
宮
高
盛
が
入
城
。
高
盛
は
城
を
修
築
し
、

毛
利
氏
の
武
将
と
し
て
野
馳
を
治
め
た
。
（
略
）
ふ
も
と
は
新
見
往
来
、
成
羽
往
来
、
東
城
往

来
の
三
差
路
に
な
っ
て
お
り
、
備
後
、
備
中
に
通
じ
る
要
衝
で
あ
る
」
と
記
し
て
い
る
。
市
川

別
当
行
房
は
源
頼
朝
の
御
家
人
で
、
『
吾
妻
鏡
』
第
六
、
文
治
二
年
（
一
一
八
六
）
正
月
三
日

の
条
に
鶴
岳
八
幡
宮
御
参
詣
随
兵
の
中
に
「
市
河
別
当
行
房
」
の
名
が
み
え
る
。
こ
の
市
川
別

当
行
房
西
山
城
開
基
説
に
つ
い
て
、
『
岡
山
県
の
地
名
』
は
「
『
備
中
集
成
志
』
は
源
頼
朝
の

家
人
市
川
別
当
行
房
の
築
城
と
記
す
が
、
確
か
で
は
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。

西
山
城
が
市
川
別
当
行
房
の
築
城
か
ど
う
か
は
未
詳
で
あ
る
に
し
て
も
、
八
鳥
の
町
地
区
が

戦
国
期
か
ら
西
山
城
の
城
下
町
と
し
て
栄
え
た
地
域
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、
こ
の
地

に
金
売
吉
次
伝
説
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
は
非
常
に
興
味
深
い
。
特
に
、
西
山
城
が
「
源
頼
朝
」

の
御
家
人
市
川
別
当
行
房
に
よ
り
築
城
さ
れ
た
と
い
う
伝
承
と
、
「
源
頼
朝
」
の
弟
で
あ
っ
た

源
義
経
に
影
響
を
与
え
た
と
さ
れ
る
金
売
吉
次
が
こ
の
地
で
生
ま
れ
た
と
い
う
伝
説
と
の
間

に
は
密
接
な
影
響
関
係
が
あ
る
と
推
定
さ
れ
、
注
目
さ
れ
る
。

金
売
吉
次
に
つ
い
て
、
土
地
で
は
ど
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
に
、
八

鳥
地
区
で
採
集
し
た
語
り
を
提
示
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

〈
事
例
１
〉
「
金
売
吉
次
と
産
湯
の
井
戸
」

金
売
吉
次
は
こ
こ
の
生
ま
れ
。
こ
の
八
鳥

�
�
�
�

の
生
ま
れ
。
石
田
吉
次
。
ま
あ
鉄
の
商
い
を
し
て

ま
し
た
か
ら
ね
。砂
鉄
の
商
い
を
し
て
ま
し
た
か
ら
ね
。鎌
倉
時
代
に
ね
。（
子
孫
は
い
る
か
）い

ま
せ
ん
。
石
田
。
言
い
伝
え
で
す
。
こ
の
集
落
の
。
歴
史
の
本
に
も
載
っ
て
る
は
ず
よ
。
詳
し

い
こ
と
は
、
ち
ょ
っ
と
よ
く
わ
か
ん
な
い
で
す
ね
。

そ
こ
ら
へ
ん
が
全
部
、
屋
敷
跡
。
あ
そ
こ
今
の
、
セ
メ
ン
瓦
が
あ
る
で
し
ょ
、
あ
そ
こ
の
木

の
と
こ
に
、
あ
の
建
物
の
下
側
に
。
そ
こ
下
り
ら
れ
た
ら
わ
か
り
ま
す
け
ど
ね
、
産
湯
の
井
戸

が
あ
る
。
ち
ゃ
ん
と
残
っ
て
る
ん
で
す
。

〈
事
例
１
〉
は
金
売
吉
次
は
八
鳥
の
生
ま
れ
で
石
田
吉
次
と
い
い
、
屋
敷
跡
に
は
産
湯
の
井

戸
が
残
っ
て
い
る
と
い
う
語
り
で
あ
る
。
こ
の
話
者
に
よ
る
と
、
吉
次
は
砂
鉄
の
商
い
を
し
て

い
た
と
い
う
。
石
田
姓
と
い
う
こ
と
な
の
で
土
地
に
子
孫
が
い
る
か
質
問
し
て
み
た
と
こ
ろ
、

石
田
姓
と
い
う
の
は
言
い
伝
え
で
、
子
孫
を
名
乗
る
家
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
八
鳥

地
区
に
お
い
て
、
〈
事
例
１
〉
以
外
の
複
数
の
話
者
に
も
聞
い
て
み
た
が
、
や
は
り
金
売
吉
次

の
子
孫
を
名
乗
る
家
は
な
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
、
現
在
の
八
鳥
地
区
に
は
屋
敷
跡
の
伝
説

は
あ
る
が
子
孫
の
伝
承
は
存
在
し
て
い
な
い
ら
し
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

〈
事
例
２
〉
「
金
売
吉
次
と
道
明
寺
屋
敷
」

た
だ
私
が
（
嫁
に
）
来
た
時
は
、
井
戸
が
あ
る
ゆ
う
こ
と
を
聞
い
と
る
だ
け
な
ん
で
す
。
井

戸
が
あ
っ
た
い
う
こ
と
。
吉
次
が
産
ま
れ
た
時
に
産
湯
を
使
っ
た
井
戸
。
お
水
を
あ
れ
し
て
沸

か
し
て
。
そ
れ
だ
け
聞
い
と
ん
で
す
よ
。
な
ん
か
小
屋
を
建
て
る
つ
も
り
で
井
戸
を
つ
ぶ
し
て
、

お
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
市
の
方
か
ら
残
し
て
く
れ
れ
ば
い
う
こ
と
で
、
ち
ょ
っ
と
小
さ
め
に
は

し
た
ん
で
す
け
ど
、
残
し
て
あ
り
ま
す
け
ど
な
ぁ
。
大
き
な
木
を
植
え
と
る
ん
で
、
そ
の
葉
っ

ぱ
が
い
っ
ぱ
い
落
ち
て
、な
か
な
か
掃
除
が
で
き
ん
の
で
す
。立
て
札
も
あ
る
ん
で
す
け
ど
、い

っ
ぺ
ん
は
し
て
く
れ
た
ん
で
す
け
ど
、
も
う
ぼ
ろ
ぼ
ろ
ん
な
っ
て
、
う
ち
に
も
か
ま
わ
ん
し
で
、

あ
そ
こ
ん
と
こ
へ
入
れ
と
ん
で
す
け
ど
。
下
に
も
立
て
札
し
て
あ
り
ま
す
、
説
明
し
た
。
そ
れ

を
読
ま
れ
た
ら
、
わ
か
る
と
思
う
ん
で
す
け
ど
。
（
井
戸
は
今
よ
り
）
も
う
少
し
大
き
か
っ
た

で
す
、
私
来
た
時
は
。
畑
の
真
ん
中
に
あ
っ
た
。
変
わ
っ
と
り
ま
せ
ん
井
戸
の
位
置
は
。

や
っ
ぱ
り
道
明
寺
屋
敷
ゆ
う
た
ら
、
屋
号
で
す
か
な
ぁ
。
屋
敷
で
す
か
ら
な
ぁ
。
よ
う
わ
か
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り
ま
せ
ん
そ
こ
の
と
こ
ろ
は
。こ
こ
は
明
本
寺

�
�
�
�
�
�

と
い
う
ん
で
す
。こ
こ
ま
っ
す
ぐ
上
が
っ
た
、赤

い
屋
根
の
お
寺
は
。
（
明
本
寺
と
道
明
寺
の
関
係
は
）
わ
か
り
ま
せ
ん
。
お
寺
は
、
い
ろ
い
ろ

よ
う
け
あ
り
ま
す
。
こ
の
山
の
向
こ
う
側
に
も
あ
る
し
。
こ
こ
は
昔
城
下
町
で
、
そ
こ
に
山
が

あ
る
で
し
ょ
、
（
野
馳
）
小
学
校
の
向
こ
う
。
あ
れ
の
上
に
は
お
城
が
あ
っ
た
ん
じ
ゃ
そ
う
で

す
。
私
ら
も
、
上
が
っ
た
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
が
、
瓦
な
ん
か
が
あ
る
ん
で
す
よ
、
い
っ
ぱ
い
。

〈
事
例
２
〉
は
道
明
寺
屋
敷
の
敷
地
内
に
あ
る
吉
次
の
産
湯
の
井
戸
に
つ
い
て
の
語
り
で
あ

る
。
〈
事
例
２
〉
の
話
者
は
道
明
寺
屋
敷
と
称
さ
れ
て
い
る
土
地
の
現
在
の
所
有
者
で
、
こ
こ

へ
嫁
に
来
た
時
（
昭
和
三
十
年
頃
）
は
、
吉
次
が
産
ま
れ
た
時
に
そ
の
水
を
沸
か
し
て
産
湯
を

使
っ
た
井
戸
が
あ
る
こ
と
を
聞
い
た
だ
け
で
あ
っ
た
と
い
う
。
井
戸
の
位
置
は
昔
と
変
わ
っ
て

い
な
い
が
、
昔
は
畑
の
真
ん
中
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
以
前
、
小
屋
を
建
て
る
つ

も
り
で
そ
の
井
戸
を
つ
ぶ
そ
う
と
し
た
が
、
市
の
方
か
ら
残
し
て
く
れ
れ
ば
と
い
わ
れ
て
少
し

小
さ
め
に
は
し
た
が
残
し
た
そ
う
で
あ
る
。
そ
の
頃
設
置
し
て
も
ら
っ
た
立
て
札
が
あ
る
が
、

老
朽
化
し
た
ま
ま
井
戸
の
そ
ば
に
置
い
て
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
道
明
寺
屋
敷
と
い
う
呼

称
が
屋
号
な
の
か
ど
う
か
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
そ
う
で
あ
る
が
、
産
湯
の
井
戸
の
ま
わ
り
の
地

を
道
明
寺
屋
敷
と
呼
ん
で
い
る
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
す
ぐ
近
く
に
あ
る
寺
は
明
本
寺

�
�
�
�
�
�

と
い
う

が
、
明
本
寺
と
道
明
寺
の
関
係
は
わ
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
な
お
、
道
明
寺
屋
敷

周
辺
の
土
地
は
、
近
年
所
有
者
が
頻
繁
に
変
わ
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

現
在
は
小
屋
の
裏
側
に
あ
る
産
湯
の
井
戸
に
行
く
と
、
老
朽
化
し
た
立
て
札
が
二
枚
立
て
掛

け
て
あ
っ
た
。
一
枚
目
の
文
面
は
「
金
売
吉
次
の
生
家
跡
／
京
都
の
鞍
馬
山
で
修
業
を
し
て
い

た
牛
若
丸
（
源
義
経
の
幼
名
）
を
、
奥
州
平
泉
（
岩
手
県
）
の
藤
原
秀
衝
（
衡
ヵ
）
の
館
へ
案

内
し
た
。
／
金
売
吉
次
が
生
ま
れ
た
家
で
あ
る
道
明
寺
屋
は
、
こ
こ
で
あ
っ
た
と
い
う
。
／
新

見
市
の
田
曽
に
、吉
次
の
墓
と
伝
え
る
も
の
が
あ
る
。／
哲
西
町
自
然
と
文
化
の
保
護
協
議
会
」、

も
う
一
枚
の
文
面
は「
吉
次
の
産
湯
の
井
戸
／
吉
次
は
保
延
五
年（
一
一
三
九
）に
生
ま
れ
、父

は
吉
内
、
母
は
松
山
、
こ
の
井
戸
で
吉
次
の
産
湯
の
水
を
汲
ん
だ
と
言
い
伝
え
る
。
／
十
六
才

の
時
両
親
と
も
世
を
去
り
、
み
な
し
子
と
な
っ
た
が
、
成
長
し
て
父
の
業
を
つ
ぎ
、
金
売
商
人

に
な
っ
た
と
い
う
。
／
哲
西
町
自
然
と
文
化
の
保
護
協
議
会
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

〈
事
例
２
〉
の
話
者
か
ら
は
、
金
売
吉
次
に
関
す
る
一
枚
の
Ａ
４
版
チ
ラ
シ
を
い
た
だ
い
た
。

こ
れ
は
、
看
板
を
設
置
し
た
頃
に
印
刷
し
た
も
の
を
多
数
も
ら
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
の
チ
ラ
シ
に
は
「
金
売
吉
次
の
出
生
地
　
哲
西
町
八
鳥
　
道
明
寺
屋
敷
跡
」
と
い
う
大
見
出

し
が
あ
り
、
次
の
よ
う
な
解
説
文
が
記
し
て
あ
っ
た
（
丸
括
弧
内
注
記
原
田
）
。

哲
西
町
八
鳥
に
は
道
明
寺

�
�
�
�
�
�

屋
敷
跡
を
伝
え
る
土
地
が
あ
る
。
金
売
商
人
石
田
吉
次
末
春

が
生
ま
れ
た
の
が
こ
の
道
明
寺
屋
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
る
。
性
（
姓
ヵ
）
は
「
石
田
」
で
、

「
道
明
寺
屋
」
は
屋
号
で
あ
る
。
／
明
治
３
３
年
、
大
阪
の
青
木
書
店
（
青
木
嵩
山
堂
ヵ
）

か
ら
出
版
さ
れ
た
松
居
直
幻
（
真
玄
ヵ
）
著
「
金
売
吉
次
」
の
内
容
の
あ
ら
ま
し
を
記
す

と
、「
保
延
５
年
の
元
日
、哲
多
郡
八
鳥
村
道
明
寺
屋
吉
内
の
妻
松
山
が
男
児
を
産
む
。１

６
歳
で
孤
児
と
な
っ
た
が
、
要
害
城
神
代
弾
正
は
、
吉
次
末
春
と
名
の
ら
せ
召
し
か
か
え

る
。
後
事
情
あ
っ
て
城
払
い
と
な
っ
た
が
、
父
の
遺
業
を
継
ぎ
金
売
り
商
人
と
な
る
吉
次

は
か
ね
て
か
ら
源
氏
再
興
を
願
い
、
し
ば
し
ば
京
都
に
上
が
っ
て
い
た
。
そ
の
こ
ろ
鞍
馬

山
で
剣
術
の
け
い
こ
を
す
る
牛
若
丸
を
見
て
、
器
量
の
具
わ
っ
て
い
る
の
を
見
ぬ
き
、
伴

っ
て
奥
州
藤
原
秀
衡
の
許
へ
旅
立
つ
」
と
い
う
。
／
ま
た
江
戸
時
代
に
作
ら
れ
た
「
備
中

集
成
誌
（
志
ヵ
）
」
と
い
う
書
に
、
「
哲
多
郡
八
鳥
村
道
明
寺
屋
、
金
売
吉
次
末
春
が
紀

州
高
野
山
の
東
光
寺
院
へ
、
十
一
面
観
音
の
像
を
寄
進
し
、
そ
の
証
文
が
あ
る
と
い
う
。
」

と
記
さ
れ
て
い
た
が
、
火
災
の
た
め
失
っ
た
と
い
う
。
／
お
問
い
合
わ
せ
：
哲
西
町
自
然

と
文
化
の
保
護
協
議
会

こ
の
チ
ラ
シ
の
文
面
は
、
「
哲
西
町
自
然
と
文
化
の
保
護
協
議
会
」
の
作
成
と
な
っ
て
い
る

（
こ
の
協
議
会
は
旧
哲
西
町
教
育
委
員
会
内
に
あ
っ
た
組
織
だ
っ
た
そ
う
で
現
在
は
存
在
し

て
い
な
い
）
。
こ
の
チ
ラ
シ
の
記
述
か
ら
、
産
湯
の
井
戸
に
あ
る
二
枚
の
立
て
札
と
こ
の
チ
ラ

シ
の
根
拠
資
料
が
明
治
三
十
三
年
に
大
阪
の
書
店
か
ら
出
版
さ
れ
た
と
い
う
本
で
あ
っ
た
こ

と
が
わ
か
る
。
こ
の
本
（
松
居
真
玄
（
松
葉
）
著
『
金
売
吉
次
』
）
は
小
説
で
、
吉
次
は
保
延

五
年
元
日
に
生
ま
れ
、
両
親
は
哲
多
郡
八
鳥
村
道
明
寺
屋
吉
内
と
妻
松
山
で
、
十
六
歳
で
孤
児

と
な
っ
た
が
要
害
城
神
代
弾
正
が
吉
次
末
春
と
名
の
ら
せ
召
し
か
か
え
、
事
情
あ
っ
て
城
払
い

と
な
っ
た
後
に
父
の
遺
業
を
継
ぎ
金
売
り
商
人
と
な
り
、
し
ば
し
ば
京
都
に
上
が
っ
た
と
い
う

内
容
が
書
い
て
あ
る
と
い
う
。し
か
し
、八
鳥
の
金
売
吉
次
伝
説
に
関
し
て
は
、先
に
見
た『
古

戦
場
備
中
府
志
』
『
備
中
集
成
志
』
あ
た
り
し
か
関
連
資
料
が
見
当
た
ら
な
い
た
め
、
こ
の
小

岡山県新見市の金売吉次伝説
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原田信之

説
の
記
述
の
根
拠
は
不
詳
で
あ
る
。
八
鳥
地
域
で
聞
き
取
り
調
査
を
し
て
も
こ
の
小
説
に
記
さ

れ
て
い
る
情
報
（
吉
次
は
保
延
五
年
元
日
生
ま
れ
、
両
親
は
道
明
寺
屋
吉
内
と
妻
松
山
、
十
六

歳
で
孤
児
と
な
っ
た
が
要
害
城
神
代
弾
正
が
吉
次
末
春
と
名
の
ら
せ
召
し
か
か
え
た
）
を
知
っ

て
い
る
人
は
い
な
か
っ
た
の
で
、
土
地
の
伝
承
を
ま
と
め
た
も
の
で
も
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る

（
こ
の
小
説
の
記
述
内
容
に
関
す
る
扱
い
は
注
意
が
必
要
か
と
判
断
さ
れ
る
）
。

〈
事
例
３
〉
「
道
明
寺
屋
敷
の
隣
の
家
」

こ
の
家
を
建
て
て
十
五
年
ぐ
ら
い
な
る
か
な
、
十
三
年
か
な
。
（
昔
の
）
こ
の
家
も
ち
ょ
っ

と
、
変
わ
っ
た
家
で
、
床�

�

が
あ
る
で
し
ょ
、
奥
の
間
に
。
そ
の
、
床
が
こ
う
い
う
に
あ
る
と
、
こ

こ
へ
壁
が
あ
り
ま
す
な
、
後
ろ
へ
。
掛
け
軸
な
ん
か
掛
け
る
。
掛
け
軸
掛
け
る
で
し
ょ
、
そ
こ

の
後
ろ
に
、
こ
げ
ぇ
な
、
抜
け
て
出
る
穴
が
あ
っ
た
ん
じ
ゃ
そ
う
で
す
。
私
も
、
来
た
時
は
、
お

母
さ
ん
か
ら
聞
い
た
ん
で
す
け
ど
、
穴
が
あ
っ
て
、
人
が
来
た
ら
そ
こ
か
ら
、
い
ろ
ん
な
、
関

係
の
な
い
い
う
か
、
都
合
の
悪
ぃ
お
客
さ
ん
が
来
ら
れ
た
ら
、
そ
こ
か
ら
抜
け
て
逃
げ
て
、
し

ょ
う
け
ご
や（
塩
気
小
屋
）ゆ
う
、し
ょ
う
け
ご
や
ゆ
う
た
ら
漬
け
物
と
か
味
噌
を
す
る
倉
。そ

れ
が
あ
っ
て
、
そ
こ
へ
逃
げ
る
、
道
が
あ
っ
た
ゆ
う
て
。
ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た
家
で
し
た
。
も

う
、
私
が
来
た
時
は
百
五
十
年
以
上
た
っ
と
る
か
ら
、
こ
こ
へ
来
て
六
十
年
な
る
か
ら
、
二
百

年
以
上
な
る
で
し
ょ
う
な
ぁ
。
壁
に
ち
ゃ
ん
と
、
塗
り
つ
ぶ
し
た
跡
が
あ
り
ま
し
た
。
お
母
さ

ん
か
ら
そ
う
い
う
に
聞
い
て
。

〈
事
例
３
〉
は
道
明
寺
屋
敷
の
隣
の
家
に
つ
い
て
の
語
り
で
あ
る
。
道
明
寺
屋
敷
の
隣
の
家

は
、
建
て
替
え
る
前
は
二
百
年
以
上
前
に
建
て
ら
れ
た
古
い
家
で
、
奥
の
床
の
間
の
、
掛
け
軸

を
掛
け
る
壁
の
後
ろ
に
抜
け
穴
が
あ
り
、
都
合
の
悪
い
客
が
来
た
ら
そ
こ
か
ら
抜
け
て
、
漬
け

物
や
味
噌
を
保
管
す
る
塩
気
小
屋
に
逃
げ
る
道
が
あ
る
変
わ
っ
た
家
だ
っ
た
と
い
う
。

今
か
ら
約
二
百
年
前
と
い
う
と
、
平
川
金
兵
衛
親
忠
『
古
戦
場
備
中
府
志
』
が
成
立
し
た
享

保
二
十
年
（
一
七
三
五
）
か
ら
約
八
十
年
経
っ
た
十
九
世
紀
初
頭
頃
に
あ
た
る
。
『
古
戦
場
備

中
府
志
』
に
「
売
金
の
商
吉
次
・
末
春
は
石
田
氏
に
て
、
当
町
の
宿
屋
道
明
寺
屋
と
号
す
」
と

あ
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
十
八
世
紀
前
半
頃
の
道
明
寺
屋
は
「
宿
屋
」
で
あ
っ
た
ら
し
い

（
道
明
寺
屋
が
宿
屋
だ
っ
た
期
間
に
つ
い
て
は
不
明
）
。
そ
の
宿
屋
道
明
寺
屋
の
隣
の
家
が
、

〈
事
例
３
〉
で
語
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
家
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
道
明
寺
屋

周
辺
地
の
特
殊
性
の
一
端
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
、
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。
道
明
寺
屋
敷
周
辺
は

西
山
城
の
城
下
町
と
し
て
栄
え
た
地
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
地
に
金
売
吉
次
生
誕
地
伝
説
が
伝

承
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。

〈
事
例
４
〉
「
義
経
と
吉
次
」

義
経
を
道
案
内
し
た
い
う
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
、
金
売
吉
次
が
。
あ
れ
を
か
く
も
う
た
ゆ

う
て
。
お
兄
さ
ん
に
、
追
わ
れ
て
。
そ
う
い
う
こ
と
ま
で
し
か
聞
い
と
ら
ん
か
ら
。
（
こ
こ
に

連
れ
て
来
た
の
か
）
連
れ
て
来
と
ん
で
す
よ
。
隠
し
た
の
は
あ
っ
ち
の
。
テ
レ
ビ
で
す
る
か
ら
。

そ
う
い
う
こ
と
。
そ
れ
と
聞
い
た
り
。
そ
れ
を
聞
い
た
り
、
ま
あ
、
お
母
さ
ん
か
ら
、
義
経
を

か
く
も
う
た
ゆ
う
こ
と
を
。
両
道
あ
る
ん
で
す
け
ど
な
、
義
経
を
か
く
も
う
た
ゆ
う
の
は
。
外

国
へ
逃
が
し
た
い
う
人
と
、
自
分
が
か
く
も
う
て
こ
っ
ち
で
死
ん
だ
い
う
ん
と
、
両
道
あ
る
ん

で
す
け
ど
、
ど
っ
ち
が
本
当
か
知
ら
ん
の
で
す
け
ど
な
。
あ
あ
い
う
こ
と
を
聞
い
た
り
し
て
。

〈
事
例
４
〉
は
金
売
吉
次
が
源
頼
朝
に
追
わ
れ
る
源
義
経
を
か
く
ま
う
た
め
に
こ
の
地
へ
連

れ
て
き
た
と
い
う
こ
と
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
語
り
で
あ
る
。
〈
事
例
４
〉
の
話
者
が

（
昭
和
三
十
年
頃
）
こ
の
地
へ
嫁
に
来
て
か
ら
、
姑
さ
ん
か
ら
そ
う
い
う
話
を
聞
い
た
そ
う
で

あ
る
。
八
鳥
地
区
に
は
、
金
売
吉
次
が
源
義
経
を
か
く
ま
う
た
め
に
こ
の
地
へ
連
れ
て
き
た
と

い
う
伝
説
が
伝
え
ら
れ
て
き
た
よ
う
で
あ
る
。
〈
事
例
４
〉
の
話
者
に
よ
る
と
、
以
前
は
毎
日

の
よ
う
に
観
光
客
が
来
た
そ
う
で
あ
る
が
、
最
近
は
あ
ま
り
来
な
い
そ
う
で
あ
る
。

〈
事
例
５
〉
「
八
鳥
と
た
た
ら
」

こ
の
へ
ん
に
も
か
な
く
そ
い
っ
ぱ
い
出
て
来
ま
す
よ
。
畑
で
も
田
ん
ぼ
で
も
。
み
ん
な
や
っ

て
た
と
思
い
ま
す
よ
こ
の
へ
ん
。
た
た
ら
製
鉄
は
ど
の
へ
ん
に
あ
っ
た
か
は
よ
く
わ
か
ら
な
い

ん
で
す
が
、
跡
は
ね
。
ま
あ
い
っ
ぱ
い
出
て
来
ま
す
。
畑
で
も
掘
っ
て
み
て
い
っ
ぱ
い
出
て
来

ま
す
。
か
な
く
そ
が
ね
。

〈
事
例
５
〉
は
八
鳥
地
区
に
も
た
た
ら
製
鉄
跡
が
あ
り
、
か
な
く
そ
（
鉱
滓
、
ス
ラ
グ
）
が

多
数
出
て
く
る
と
い
う
語
り
で
あ
る
。
こ
の
地
で
は
吉
次
は
砂
鉄
の
商
い
を
し
て
い
た
と
語
ら

れ
て
い
る
よ
う
な
の
で
、か
な
く
そ
が
多
数
出
て
く
る
と
い
う
語
り
は
興
味
深
い
(た
た
ら
製
鉄

に
つ
い
て
は
後
述
)。

『
哲
西
史
』
に
「
古
い
人
た
ち
の
話
を
き
い
て
か
い
た
」
と
さ
れ
る
「
八
鳥
の
町
」
の
地
図
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が
載
っ
て
い
る
。
『
哲
西
史
』
が
刊
行
さ
れ
た
昭
和
三
十
八
年
（
一
九
六
三
）
頃
の
「
古
い
人

た
ち
」
と
な
る
と
、
例
え
ば
当
時
九
十
歳
の
人
が
十
歳
の
時
は
明
治
十
六
年
（
一
八
八
三
）
と

な
る
の
で
、
こ
の
「
八
鳥
の
町
」
の
地
図
は
江
戸
時
代
末
期
か
ら
明
治
時
代
初
期
の
面
影
を
伝

え
て
い
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。そ
れ
に
よ
る
と
、道
明
寺
屋
は
町
地
区
の
中
心
に
位
置
し
、周

辺
に
鍛
冶
屋
、
上
鍛
冶
屋
、
中
鍛
冶
屋
、
下
鍛
冶
屋
、
い
も
じ
屋
と
、
鍛
冶
関
係
だ
け
で
五
軒

も
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
八
鳥
は
周
辺
地
で
生
産
さ
れ
た
鉄
が
集
ま
る
地
区
で
も
あ
っ
た
よ

う
で
、
注
目
さ
れ
る
。
西
山
城
下
の
八
鳥
地
区
は
、
「
新
見
往
来
、
成
羽
往
来
、
東
城
往
来
の

三
差
路
に
な
っ
て
お
り
、
備
後
、
備
中
に
通
じ
る
要
衝
」
で
あ
っ
た
こ
と
と
あ
わ
せ
、
こ
の
地

に
金
売
吉
次
伝
説
が
伝
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
の
背
景
の
一
端
が
う
か
が
え
る
。

Ⅲ

田
曽
の
金
売
吉
次
の
墓

次
に
、
備
中
国
哲
多
郡
井
村
（
現
在
の
岡
山
県
新
見
市
足
立
田
曽
）
の
金
売
吉
次
伝
説
に
つ

い
て
検
討
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
先
に
み
た
『
古
戦
場
備
中
府
志
』
に
「
井
村
に
吉
次
が

塚
と
て
旧
跡
有
。
人
皆
し
る
所
也
」
と
あ
る
よ
う
に
、
旧
哲
多
郡
井
村
（
新
見
市
足
立
田
曽
）
に

は
金
売
吉
次
の
も
の
と
伝
え
ら
れ
て
き
た
墓
が
あ
る
。
た
だ
し
、
今
で
は
「
吉
次
が
塚
」
と
い

う
古
い
呼
称
は
誰
も
使
わ
な
く
な
っ
て
い
る
。

田
曽
周
辺
で
は
金
売
吉
次
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
田
曽
周

辺
で
直
接
採
集
し
た
語
り
を
提
示
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

〈
事
例
６
〉
「
田
曽
の
金
売
吉
次
の
墓
」

高
さ
が
ち
ょ
う
ど
草
の
高
さ
ぐ
ら
い
の
墓
で
な
、
石
垣
を
積
み
上
げ
て
、
そ
の
上
に
石
を
置

く
よ
う
に
し
て
あ
る
ん
じ
ゃ
、
金
石

�
�
�
�

さ
ん
言
う
て
。
そ
れ
が
も
う
草
で
わ
か
ら
ん
よ
う
な
っ
て
。

そ
り
ゃ
ぁ
あ
の
学
生
行
っ
て
み
よ
う
た
け
ど
も
水
が
た
ま
っ
と
る
か
ら
田
ん
ぼ
の
中
へ
。
そ
り

ゃ
水
た
ま
っ
と
る
そ
こ
は
昔
田
じ
ゃ
っ
た
ん
じ
ゃ
か
ら
言
う
た
ん
で
す
け
ど
な
。

下
か
ら
、
な
ん
ぼ
う
目
の
田
ん
ぼ
、
二
つ
目
か
三
つ
目
の
田
ん
ぼ
じ
ゃ
け
ど
な
。
あ
れ
畑
の

方
に
道
路
が
入
っ
と
り
ま
す
け
え
な
道
が
。
そ
れ
か
ら
と
ろ
と
ろ
っ
と
下
り
て
田
ん
ぼ
の
中
に

こ
っ
ち
か
ら
、
へ
り
か
ら
な
ん
ぼ
う
、
五
、
六
メ
ー
タ
ー
の
所
に
あ
る
け
ど
な
。

金
売
吉
次
は
そ
の
、
伝
説
は
ま
あ
い
ろ
い
ろ
聞
け
ば
広
範
囲
に
渡
っ
と
る
人
じ
ゃ
け
ど
。
哲

西
で
生
ま
れ
て
井
村

�
�
�

で
育
つ
ゆ
う
、
話
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
。
生
ま
れ
は
哲
西
の
方

ら
し
い
で
す
よ
。
で
も
ま
あ
こ
の
人
全
国
漫
遊
水
戸
黄
門
じ
ゃ
な
い
け
ど
が
、
あ
っ
ち
こ
っ
ち

行
っ
と
ら
れ
て
ま
あ
、
時
代
劇
も
出
た
り
義
経
の
道
案
内
を
し
た
と
か
、
ど
う
も
時
代
が
年
代

が
ば
ら
ば
ら
な
っ
と
ん
じ
ゃ
け
ど
ど
う
も
私
ら
も
は
っ
き
り
し
た
伝
説
は
わ
か
ら
ん
の
じ
ゃ

け
ど
。
こ
こ
は
も
う
今
は
足
立

�
�
�
�

な
っ
と
ん
で
す
け
ど
、
昔
は
上
市
村

�
�
�
�
�
�

大
字
井
村
じ
ゃ
っ
た
ん
で

す
よ
。
そ
の
頃
に
、
哲
西
で
生
ま
れ
て
井
村
で
育
つ
か
、
阿
哲
で
生
ま
れ
た
か
な
ん
か
い
う
文

章
つ
づ
っ
た
人
が
あ
っ
て
、新
聞
か
な
ん
か
に
載
っ
た
こ
と
が
あ
る
が
な
。そ
れ
は
も
う
四
、五

十
年
前
じ
ゃ
け
ど
。

私
ら
が
こ
こ
の
方
で
聞
く
の
は
、
今
は
こ
れ
だ
け
の
家
じ
ゃ
け
ど
、
だ
い
た
い
田
曽
い
う
の

は
、
楪
城

�
�
�
�
�
�
�の

だ
い
た
い
落
ち
武
者
い
う
ん
か
、配
下
じ
ゃ
っ
た
ん
か
な
ん
か
そ
う
い
う
関
連
が

あ
る
わ
け
で
す
ら
。
じ
ゃ
か
ら
あ
の
、
当
時
（
明
治
時
代
頃
）
、
住
居
が
四
十
戸
ぐ
ら
い
あ
っ

た
ら
し
い
ん
す
け
ど
な
昔
。

〈
事
例
６
〉
は
田
曽
に
あ
る
金
売
吉
次
の
墓
に
つ
い
て
の
語
り
で
あ
る
。
土
地
で
は
そ
の
墓

を
金
石

�
�
�
�

さ
ん
と
呼
ん
で
い
る
そ
う
で
あ
る
。
四
、
五
十
年
前
に
「
金
売
吉
次
は
哲
西
で
生
ま
れ

て
井
村
で
育
つ
」
と
い
う
こ
と
を
新
聞
に
書
い
た
人
が
い
た
と
い
う
。
ま
た
、
田
曽
は
楪
城
と

関
連
が
あ
る
そ
う
で
、
昔
（
明
治
時
代
頃
）
は
住
居
が
四
十
戸
ぐ
ら
い
あ
っ
た
ら
し
い
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
。

〈
事
例
７
〉
「
金
石
さ
ん
」

金
石

�
�
�
�

さ
ん
、
よ
う
行
っ
た
。
あ
そ
こ
は
田
ん
ぼ
じ
ゃ
っ
た
か
ら
、
田
植
え
の
手
伝
い
に
も
行

っ
た
り
。
そ
の
石
が
カ
ネ
の
音
が
す
る
チ
ー
ン
チ
ー
ン
チ
ー
ン
チ
ー
ン
、
上
の
（
石
）
。
カ
ネ

の
音
が
す
る
か
ら
カ
ネ
石
さ
ん
カ
ネ
石
さ
ん
い
う
て
。
私
ら
そ
の
頃
に
ゃ
金
売
吉
次
の
墓
じ
ゃ

ゆ
う
て
皆
言
う
ん
じ
ゃ
け
ど
、
そ
れ
と
は
知
ら
な
ん
だ
ん
じ
ゃ
け
ど
が
。

〈
事
例
７
〉
は
、
田
曽
の
金
売
吉
次
の
墓
と
さ
れ
る
石
は
た
た
く
と
チ
ー
ン
と
カ
ネ
の
音
が

す
る
の
で
カ
ネ
石
さ
ん
と
呼
ば
れ
て
い
る
と
い
う
語
り
で
あ
る
。
墓
石
の
上
の
石
を
た
た
く
と

カ
ネ
の
音
が
す
る
と
い
う
。
〈
事
例
６
〉
の
話
者
も
た
た
く
と
カ
ネ
の
音
が
す
る
の
で
カ
ネ
石

さ
ん
と
呼
ん
で
い
た
そ
う
で
、
子
ど
も
の
頃
は
金
売
吉
次
の
墓
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
知

ら
な
か
っ
た
そ
う
で
あ
る
。

岡山県新見市の金売吉次伝説
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原田信之

『
新
見
市
史
』
「
金
石
さ
ん
（
足
立
田
曽
）
」
の
項
に
は
、
「
足
立
田
曽
に
は
、
金
売
吉
次

の
墓
だ
と
い
わ
れ
る
墓
石
が
あ
り
、
「
金
石
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
／
吉
次
は
、
牛
若
丸

に
源
氏
再
興
の
望
み
を
託
し
、
牛
若
丸
を
伴
っ
て
奥
州
の
藤
原
秀
衡
を
尋
ね
た
と
い
わ
れ
る
人

だ
が
、
墓
石
は
極
め
て
素
朴
で
、
田
の
中
に
、
礎
石
と
一
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
角
張
っ
た
自
然
石
、

そ
の
上
に
五
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
平
た
い
円
形
の
石
が
置
か
れ
て
い
る
。
こ
の
石
を
軽

く
打
つ
と
金
属
音
が
す
る
。
「
金
石
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
る
由
縁
で
あ
ろ
う
か
。
一
〇
〇
年
ほ
ど

前
ま
で
は
、
こ
こ
は
畑
で
あ
っ
た
が
、
田
に
変
え
る
た
め
、
墓
石
を
畦�

�

に
移
し
た
と
こ
ろ
、
た

ち
ま
ち
家
族
の
者
に
病
人
が
出
た
。
拝
ん
で
も
ら
っ
た
ら
「
金
石
さ
ん
」
の
た
た
り
だ
と
い
わ

れ
て
、
元
の
位
置
に
戻
し
た
。
そ
の
と
き
、
礎
石
の
下
に
は
、
一
刀
が
埋
め
ら
れ
て
い
た
と
い

う
。
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
、
百
年
ほ
ど
前
に
畑
か
ら
田
に
変
え
る
時
に
墓
石
を
移
し
た
と
こ
ろ

病
人
が
出
た
た
め
元
の
位
置
に
戻
し
た
と
い
う
話
と
、
礎
石
の
下
に
は
一
刀
が
埋
め
ら
れ
て
い

た
と
い
う
話
は
、
も
う
す
で
に
現
在
の
田
曽
周
辺
で
知
っ
て
い
る
人
は
い
な
か
っ
た
（
こ
の
話

は
墓
石
が
あ
る
田
を
所
有
し
て
い
た
池
田
家
で
伝
え
ら
れ
て
き
た
話
の
よ
う
で
あ
る
）
。

『
哲
西
史
』
「
金
売
吉
次
の
墓
」
の
項
に
は
、
「
足
立
駅
か
ら
２
・
５
キ
ロ
ほ
ど
東
に
あ
た

り
、
田
曽
部
落
の
東
の
端
に
な
る
。
そ
こ
の
池
田
要
次
郞
氏
を
訪
ね
、
来
意
を
告
げ
る
と
、
こ

こ
ろ
よ
く
案
内
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
吉
次
の
墓
と
い
う
の
は
、
池
田
氏
所
有
の
ひ
や
け
田
と
よ

ぶ
田
の
中
に
、
た
て
、
横
、
高
さ
が
そ
れ
ぞ
れ
６
０
セ
ン
チ
、
１
０
０
セ
ン
チ
、
７
０
セ
ン
チ

ぐ
ら
い
の
角
ば
っ
た
自
然
石
が
お
か
れ
、
そ
の
上
に
長
径
、
短
径
、
厚
さ
が
６
０
セ
ン
チ
、
４

０
セ
ン
チ
、
２
５
セ
ン
チ
ほ
ど
の
ほ
ぼ
だ
円
形
の
平
た
い
石
を
の
せ
て
あ
る
。
前
に
１
本
の
竹

筒
が
た
て
て
あ
っ
て
シ
キ
ミ
の
枝
が
供
え
て
あ
る
。
だ
円
形
の
石
を
小
石
で
打
て
ば
、
金
属
様

の
音
を
発
す
る
の
で
、
土
地
の
人
び
と
は
「
金
石

�
�
�
�

さ
ん
」
と
よ
ん
で
い
る
そ
う
で
あ
る
。
金
売

吉
次
の
墓
で
あ
る
と
は
む
か
し
か
ら
の
言
い
伝
え
で
、
吉
次
が
源
平
合
戦
の
際
源
氏
の
さ
む
ら

い
を
案
内
し
て
こ
の
地
に
来
て
住
み
つ
き
、
こ
こ
で
な
く
な
っ
た
の
で
葬
っ
た
の
だ
と
の
言
い

伝
え
が
あ
る
そ
う
で
あ
る
。
池
田
氏
は
吉
次
の
子
孫
で
は
な
い
が
、
自
分
の
土
地
に
墓
が
あ
る

の
で
、
毎
朝
仏
壇
に
線
香
を
た
て
、
祖
霊
と
と
も
に
吉
次
の
霊
も
拝
し
、
盆
と
彼
岸
に
は
こ
の

墓
に
花
な
ど
供
え
ら
れ
る
そ
う
で
あ
る
。
こ
の
部
落
に
ほ
か
に
吉
次
を
ま
つ
る
社
は
む
か
か
し

ら
（
む
か
し
か
ら
ヵ
※
原
田
注
）
な
い
そ
う
で
あ
る
。
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
昭
和
三

十
七
年
（
一
九
六
二
）
三
月
に
小
坂
弘
氏
が
調
査
し
て
記
し
た
も
の
で
、
当
時
の
状
況
が
よ
く

わ
か
る
記
述
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
記
述
に
よ
る
と
、
金
売
吉
次
の
墓
で
あ
る
と
い
う
言
い
伝
え
が
あ
る
石
は
小
石
で
打
つ

と
金
属
様
の
音
を
発
す
る
の
で
金
石
さ
ん
と
呼
ば
れ
、
吉
次
が
源
平
合
戦
の
際
源
氏
の
武
士
を

案
内
し
て
こ
の
地
に
来
て
住
み
つ
き
こ
こ
で
亡
く
な
っ
た
の
で
葬
っ
た
と
い
う
言
い
伝
え
が

あ
る
そ
う
で
あ
る
。
石
が
あ
る
田
は
ひ
や
け
田
と
呼
ば
れ
、
昭
和
三
十
七
年
当
時
は
池
田
要
次

郞
氏
が
所
有
し
て
お
り
、
池
田
氏
は
吉
次
の
子
孫
で
は
な
い
が
土
地
に
墓
が
あ
る
の
で
毎
朝
仏

壇
に
線
香
を
た
て
、
盆
と
彼
岸
に
は
こ
の
墓
に
花
な
ど
を
供
え
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
昭
和
三

十
七
年
時
の
報
告
に
吉
次
を
ま
つ
る
社
は
昔
か
ら
な
か
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

『
備
中
集
成
志
』
に
あ
る
「
金
売
吉
次
末
春
之
宮
」
は
、
金
石
さ
ん
と
呼
ば
れ
る
金
売
吉
次
の

墓
そ
の
も
の
を
指
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
あ
る
い
は
、
『
備
中
集
成
志
』
の
頃
に
は
こ
の

石
の
前
に
小
祠
の
よ
う
な
も
の
が
設
け
ら
れ
、
「
金
売
吉
次
末
春
之
宮
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
の

か
も
し
れ
な
い
が
、
も
は
や
事
情
を
知
る
人
は
い
な
い
た
め
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

『
哲
西
史
』
「
金
売
吉
次
の
墓
」
の
項
で
は
池
田
要
次
郞
氏
が
吉
次
の
墓
と
さ
れ
る
石
に
花

や
シ
キ
ミ
の
枝
な
ど
を
供
え
て
い
る
様
子
が
記
さ
れ
て
い
た
が
、
要
次
郞
氏
も
子
息
の
傳
市
氏

も
す
で
に
亡
く
な
ら
れ
た
そ
う
で
、
池
田
家
は
転
出
し
て
現
在
空
き
家
に
な
っ
て
い
る
。
金
売

吉
次
の
墓
と
さ
れ
る
石
の
あ
る
田
も
耕
作
放
棄
地
に
な
っ
て
久
し
い
た
め
、
草
が
茂
っ
て
石
が

隠
れ
、
近
く
に
行
っ
て
も
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
い
る
。
周
囲
の
家
は
す
べ
て
空
き
家
で
花
を
供

え
る
人
も
い
な
い
。
〈
事
例
６
〉
の
話
者
に
よ
る
と
、
数
年
前
に
学
生
た
ち
が
金
売
吉
次
の
墓

を
見
に
来
た
の
で
行
き
方
を
説
明
し
た
こ
と
が
あ
る
そ
う
だ
が
、
草
が
茂
っ
て
い
て
見
つ
け
ら

れ
な
か
っ
た
と
戻
っ
て
き
た
そ
う
で
あ
る
。
筆
者
も
最
初
は
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

が
、
再
度
挑
戦
し
て
よ
う
や
く
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
『
哲
西
史
』
の
記
述
通
り
、
角
張

っ
た
自
然
石
の
上
に
だ
円
形
の
平
た
い
石
が
置
か
れ
て
い
た
。
だ
円
形
の
平
た
い
石
を
小
石
で

軽
く
打
つ
と
金
属
音
が
す
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
拝
ん
だ
後
に
試
み
て
み
る
と
、
金
属
分
を

含
む
石
の
よ
う
で
、
確
か
に
キ
ン
キ
ン
と
金
属
性
の
音
が
し
た
。
土
地
の
人
び
と
か
ら
カ
ネ
石

さ
ん
と
呼
ば
れ
た
理
由
が
よ
く
わ
か
っ
た
。
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〈
事
例
８
〉
「
田
曽
の
金
売
吉
次
の
墓
」

吉
次
の
墓
が
、
田
曽

�

�

と
、
油
野

�

�

か
ど
っ
か
へ
、
二
ヵ
所
あ
る
ゆ
う
の
を
僕
ら
言
い
伝
え
で
聞

い
と
る
。
ど
っ
ち
が
本
物
か
は
わ
か
ら
ん
の
で
す
け
ど
、
田
曽
と
、
油
野
ゆ
う
て
言
わ
れ
て
い

た
。
油
野
ゆ
う
の
は
神
郷
町
の
油
野
。
こ
れ
の
、
川
の
向
こ
う
側
。
昔
、
旧
神
郷
町
の
油
野
と
、

ど
っ
ち
が
本
物
か
わ
か
ら
ん
け
ど
、二
ヵ
所
が
、ど
っ
ち
か
が
本
物
だ
ろ
う
と
ゆ
う
こ
と
で
、僕

ら
聞
い
と
り
ま
す
。
あ
の
、
親
父
ら
か
ら
。
油
野
へ
は
行
っ
た
こ
と
な
い
で
す
。
こ
っ
ち
は
、
し

ゅ
っ
ち
ゅ
う
僕
ら
小
さ
い
頃
よ
う
遊
び
ょ
う
た
か
ら
。
（
吉
次
が
ど
う
い
う
人
だ
っ
た
か
は
知

っ
て
い
る
か
）
そ
ん
な
こ
と
は
僕
ら
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
僕
ら
ぁ
ま
だ
、
六
十
今
四
歳
で
す
か

ら
。
僕
ら
の
親
の
世
代
で
し
ょ
う
、
そ
が
ん
な
こ
と
知
っ
と
る
ゆ
う
た
ら
。
も
う
親
の
世
代
は

ほ
と
ん
ど
い
ま
せ
ん
か
ら
。

も
う
墓
が
あ
る
ゆ
う
こ
と
、
「
こ
れ
が
吉
次
の
墓
じ
ゃ
よ
う
」
ゆ
う
て
、
聞
い
た
だ
け
。
そ

れ
と
、
親
父
が
言
う
の
が
、
神
郷
町
の
油
野
と
、
こ
っ
ち
も
あ
っ
て
、
ど
っ
ち
が
本
物
か
知
ら

ん
け
ど
、
何
か
よ
う
り
ま
し
た
よ
。

祠
い
う
の
は
知
ら
ん
な
あ
。
昔
、
こ
れ
が
墓
じ
ゃ
言
う
て
、
吉
次
の
墓
じ
ゃ
言
う
て
、
祀
り

ょ
う
た
ん
で
す
け
ぇ
ね
、
昔
は
。
僕
ら
ぁ
子
ど
も
の
頃
は
。
お
供
え
や
こ
う
し
ょ
う
り
ま
し
た
。

今
は
祀
る
人
が
お
り
ま
せ
ん
。
（
集
落
で
祀
っ
て
い
た
の
か
）
そ
う
そ
う
そ
う
そ
う
、
部
落
全

体
で
ね
。
部
落
の
人
が
お
ら
ん
の
で
す
は
今
は
。
何
ヵ
所
か
な
、
そ
が
ぁ
な
、
祀
る
、
祠
み
た

ん
が
あ
っ
た
か
ら
、
そ
れ
を
、
吉
次
の
墓
と
、
何
か
三
、
四
ヵ
所
あ
っ
た
か
な
ぁ
。
僕
ら
も
よ

う
子
ど
も
の
頃
ち
（
付
）
い
て
歩
き
ょ
う
た
は
。
へ
え
で
そ
の
、
祀
る
と
こ
を
、
ず
っ
と
部
落

全
体
で
し
め
縄
や
こ
う
し
た
り
し
て
な
、
小
さ
い
。
へ
ぇ
で
、
祀
っ
て
歩
き
ょ
う
た
。
そ
の
上

へ
も
、
昔
あ
っ
た
ん
じ
ゃ
け
ど
な
。
じ
ゃ
け
ど
今
は
祀
る
人
が
お
ら
ん
し
祠
み
た
よ
う
も
ん
も
、

も
う
全
然
、
崩
れ
て
し
も
う
た
。

〈
事
例
８
〉
は
金
売
吉
次
の
墓
の
伝
説
は
田
曽
の
ほ
か
に
旧
神
郷
町
の
油
野
に
も
あ
る
と
聞

い
た
と
い
う
語
り
で
あ
る
。
昭
和
二
十
七
年
生
ま
れ
の
〈
事
例
８
〉
の
話
者
が
子
ど
も
の
頃
に

父
親
ら
か
ら
そ
う
聞
い
た
と
い
う
。
〈
事
例
８
〉
の
話
者
に
『
備
中
集
成
志
』
に
み
え
る
「
金

売
吉
次
末
春
之
宮
」
に
つ
い
て
聞
い
て
み
た
が
、
知
ら
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
自
分
が
子

ど
も
の
頃
は
吉
次
の
墓
に
お
供
え
な
ど
を
し
、
上
市
の
石
田
の
太
夫
さ
ん
が
来
て
集
落
に
三
、

四
ヵ
所
あ
る
祠
を
祈
っ
て
ま
わ
っ
て
い
た
と
い
う
が
、
今
は
祀
る
人
が
お
ら
ず
集
落
の
各
祠
も

崩
れ
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
あ
る
。

昭
和
十
一
年
生
ま
れ
の
田
曽
の
男
性
に
、
金
売
吉
次
の
墓
の
伝
説
は
田
曽
の
ほ
か
に
油
野
に

も
あ
る
ら
し
い
と
い
う
人
が
い
る
が
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
か
質
問
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
吉
次
の

墓
が
油
野
に
も
あ
る
ら
し
い
と
い
う
伝
え
は
聞
い
た
こ
と
が
な
い
と
答
え
ら
れ
た
が
、
次
の
よ

う
に
話
し
て
く
れ
た
。

〈
事
例
９
〉
「
油
野
の
製
鉄
所
」

（
吉
次
の
墓
が
）
油
野

�

�

に
あ
れ
ば
、
大
成

�
�
�
�

い
う
と
こ
今
ダ
ム
の
底
に
な
っ
た
と
こ
を
、
ダ
ム

つ
け
る
前
に
発
掘
し
ょ
う
た
で
す
け
ぇ
な
。
上
油
野

�
�
�
�

と
三
室

�
�
�

と
の
あ
い
だ
に
、
三
室
川
ダ
ム
い

う
ん
で
す
か
な
、
あ
の
、
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
祭
り
を
す
る
と
こ
。
あ
そ
こ
の
底
に
な
っ
と
る
。
そ

こ
に
製
鉄
所
が
あ
っ
た
ら
し
い
ん
で
す
わ
。

〈
事
例
９
〉
は
吉
次
の
墓
が
も
し
油
野
に
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
今
は
三
室
川
ダ
ム
の
底
に
な

っ
て
い
る
大
成
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
語
り
で
あ
る
。
大
成
に
は
製
鉄
所
が
あ
っ
た

そ
う
で
、
ダ
ム
工
事
の
前
に
そ
こ
の
発
掘
を
し
て
い
た
そ
う
で
あ
る
。
こ
こ
で
語
ら
れ
て
い
る

発
掘
と
は
、
平
成
七
年
度
か
ら
平
成
九
年
度
に
わ
た
っ
て
三
室
川
ダ
ム
建
設
に
伴
っ
て
発
掘
調

査
さ
れ
た
「
大
成
山
た
た
ら
遺
跡
群
」
の
発
掘
を
指
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
大
成
山
た
た
ら

遺
跡
群
の
発
掘
調
査
報
告
書
に
「
３
区
で
は
、
位
置
を
示
し
て
は
い
な
い
が
小
ト
レ
ン
チ
を
設

定
し
て
掘
り
下
げ
た
と
こ
ろ
、
鍛
冶
滓
が
出
土
し
た
。
ま
た
、
移
転
さ
れ
て
い
た
た
め
詳
細
は

不
明
で
あ
る
が
、
古
老
に
よ
る
と
村
下
の
墓
が
所
在
し
て
い
た
そ
う
で
あ
る
」
と
い
う
記
述
が

あ
る
の
で
、
ダ
ム
の
底
に
な
っ
て
い
る
大
成
に
古
い
墓
が
あ
っ
た
の
は
確
か
な
よ
う
で
あ
る
が
、

そ
れ
が
吉
次
の
墓
の
伝
承
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。

そ
の
後
の
調
査
で
も
、
金
売
吉
次
の
墓
が
油
野
に
も
あ
る
ら
し
い
と
い
う
言
い
伝
え
を
聞
い

た
こ
と
が
あ
る
人
は
〈
事
例
８
〉
の
話
者
以
外
に
は
出
会
え
ず
、
文
献
類
で
も
確
認
で
き
な
か

っ
た
。
油
野
に
も
金
売
吉
次
の
墓
が
あ
る
ら
し
い
と
い
う
伝
承
は
広
く
知
ら
れ
た
も
の
で
は
な

か
っ
た
ら
し
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
が
、
昭
和
二
十
七
年
生
ま
れ
の
〈
事
例
８
〉
の
話
者
が
子
ど

も
の
頃
に
父
親
ら
か
ら
そ
う
聞
い
た
と
い
う
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
そ
う
い
う
伝
承
が
か
つ

て
田
曽
に
存
在
し
て
い
た
ら
し
い
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
油
野
が
た
た
ら
で
栄
え
た
頃
に
、
そ

岡山県新見市の金売吉次伝説
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の
よ
う
な
伝
承
が
生
じ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
も
う
す
で
に
古
い
伝
承
を
知
る
人
が
ほ
と
ん
ど

い
な
く
な
っ
て
い
る
た
め
、
異
伝
と
し
て
油
野
説
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
報
告
し
て
お
く
こ

と
と
し
た
い
。

〈
事
例
10
〉
「
田
曽
の
か
な
く
そ
」

製
鉄
の
跡
が
あ
る
の
は
、
持
ち
主
は
Ｋ
さ
ん
が
。
こ
の
、
ち
ょ
う
ど
田
曽
へ
上
が
り
が
け
に
、

黒
瓦
の
家
が
あ
り
ま
す
ら
。
Ｋ
さ
ん
が
持
ち
主
。
植
林
の
中
へ
あ
り
ま
す
、
檜
の
。
Ｋ
さ
ん
は

知
っ
と
る
。
家
か
ら
だ
い
ぶ
上
が
っ
た
と
こ
で
す
け
ど
な
あ
、
Ｋ
さ
ん
の
、
田
の
ね
き
で
す
わ
。

あ
そ
こ
の
か
な
く
そ
は
吉
川

�
�
�
�

の
た
ぁ
ち
ょ
っ
と
違
う
な
、
大
き
い
。
こ
れ
ぐ
ら
い
の
塊

�
�
�
�の

が
あ

り
ま
す
け
ぇ
な
。
よ
う
け
積
ん
ど
り
ま
す
あ
そ
こ
は
。

〈
事
例
10
〉
は
田
曽
に
か
な
く
そ
が
多
数
積
ん
で
あ
る
場
所
が
あ
る
と
い
う
語
り
で
あ
る
。

か
な
く
そ
を
積
み
上
げ
て
あ
る
場
所
は
田
曽
の
あ
ち
こ
ち
に
あ
る
そ
う
だ
が
、
Ｋ
さ
ん
の
土
地

に
あ
る
も
の
が
か
な
り
多
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
Ｋ
さ
ん
を
訪
ね
、
か
な
く
そ

が
多
数
あ
る
場
所
を
案
内
し
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
確
か
に
大
量
の
か
な
く
そ
が
積
み
上
げ
ら

れ
て
い
た
。昔
、Ｋ
さ
ん
の
父
親
が
大
量
の
か
な
く
そ
が
あ
る
そ
の
地
に
植
林
し
た
そ
う
で
、今

は
檜
の
林
に
な
っ
て
い
る
。
か
な
く
そ
の
あ
る
場
所
が
現
在
で
も
多
数
あ
る
こ
と
か
ら
も
わ
か

る
よ
う
に
、
田
曽
周
辺
は
た
た
ら
製
鉄
が
盛
ん
な
地
域
で
あ
っ
た
。

田
曽
の
金
石
さ
ん
に
つ
い
て
、
鉄
そ
の
他
の
物
資
の
運
搬
を
業
と
す
る
問
屋
の
商
人
か
ま
た

は
鉄
山
師
の
墓
で
は
な
い
か
と
い
う
説
が
あ
る
が
、
関
連
資
料
が
な
い
た
め
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

Ⅳ

中
国
地
方
の
た
た
ら
製
鉄
と
街
道

中
国
地
方
が
た
た
ら
製
鉄
の
盛
ん
な
地
域
で
あ
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
田
曽

で
聞
い
た
た
た
ら
製
鉄
に
関
す
る
話
を
提
示
し
た
い
。

〈
事
例
11
〉
「
砂
鉄
・
木
炭
と
た
た
ら
製
鉄
」

明
治
の
前
頃
は
、
馬
を
う
ち
に
飼
う
て
、
四
頭
か
五
頭
。
島
根
県
か
な
、
今
の
横
田
の
へ
ん

か
ら
、こ
の
へ
ん
砂
鉄
を
運
び
ょ
う
た
ら
し
い
で
す
ら
。で
、製
鉄
し
た
跡
が
こ
の
へ
ん
に
点
々
、

あ
る
ん
で
す
が
な
。
ま
あ
こ
こ
の
方
は
製
鉄
し
た
跡
が
吉
川

�
�
�
�

に
も
あ
る
し
、
へ
え
か
ら
、
三
室

川
ダ
ム
。
高
瀬
ダ
ム
じ
ゃ
な
し
に
三
室
の
ダ
ム
に
、
大
成

�
�
�
�

い
う
と
こ
か
な
あ
、
そ
こ
に
も
製
鉄

所
が
あ
っ
て
、あ
っ
こ
を
掘
っ
た
は
ず
、採
掘
し
た
ら
し
い
ん
で
す
が
な
、製
鉄
所
の
跡
を
。へ

で
ま
あ
だ
い
た
い
こ
こ
の
方
も
そ
の
、
そ
の
製
鉄
の
か
ね
の
元
締
め
は
、
鳥
取
県
、
阿
毘
縁

�

�

�

の

近
藤
が
親
子
じ
ゃ
っ
た
と
か
い
う
よ
う
な
話
は
聞
い
と
ん
じ
ゃ
け
ど
な
。
ま
だ
そ
の
屋
敷
あ
り

ま
す
阿
毘
縁
に
。で
ま
あ
そ
れ
の
配
下
で
皆
い
ろ
い
ろ
こ
こ
の
方
に
ゃ
あ
、塚
穴

�
�
�
�

も
あ
る
し
、製

鉄
し
た
所
も
あ
る
し
。
た
た
ら
い
う
ん
で
す
か
な
、
昔
の
、
鉄
く
ず
の
鋳
物
の
よ
う
な
固
ま
っ

た
の
が
あ
る
と
こ
が
、
何
ヵ
所
か
あ
り
ま
す
。
田
曽
、
え
え
、
こ
の
下
に
あ
り
ま
す
よ
。
（
製

鉄
の
）
跡
が
。
そ
う
じ
ゃ
な
ぁ
、
三
十
坪
か
四
十
坪
ぐ
ら
い
山
積
み
し
と
る
な
、
あ
の
場
所
に
。

製
鉄
の
た
た
ら
い
う
ん
で
す
か
、
石
と
石
炭
、
炭
と
か
が
溶
け
て
固
ま
っ
た
よ
う
な
ん
が
あ
る

で
し
ょ
う
。
か
な
く
そ
い
う
分
で
す
。
あ
れ
が
あ
り
ま
す
ら
、
こ
の
下
に
。
Ａ
さ
ん
と
こ
の
奥

に
今
あ
り
ま
す
。
あ
そ
こ
は
多
い
。
あ
そ
こ
は
も
う
山
積
み
に
な
っ
と
る
か
ら
。
あ
そ
こ
は
相

当
な
製
鉄
し
た
も
ん
ら
し
い
で
す
。
ゆ
う
の
が
あ
の
う
、
結
果
的
に
は
昔
は
石
炭
が
な
い
頃
じ

ゃ
か
ら
こ
の
へ
ん
に
木
炭
が
で
き
る
か
ら
そ
の
、
砂
鉄
を
運
ん
で
、
製
鉄
を
こ
っ
ち
で
し
ょ
っ

た
ら
し
い
ん
で
す
け
ど
な
、
話
に
聞
け
ば
。

〈
事
例
11
〉
は
た
た
ら
製
鉄
が
盛
ん
で
あ
っ
た
頃
の
様
子
を
語
っ
て
い
る
。
〈
事
例
11
〉
の

話
者
の
先
祖
は
、
明
治
の
前
頃
（
江
戸
時
代
末
期
頃
）
、
馬
を
四
頭
か
五
頭
飼
っ
て
今
の
島
根

県
横
田
の
あ
た
り
か
ら
砂
鉄
を
運
ん
で
い
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
運
ん
で
き
た
砂
鉄
を
こ
ち
ら

（
新
見
周
辺
）
の
木
炭
を
使
っ
て
製
鉄
し
た
ら
し
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
製
鉄
の

元
締
め
は
鳥
取
県
阿
毘
縁

�

�

�

の
近
藤
親
子
だ
っ
た
と
か
聞
い
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
お
そ

ら
く
根
雨
の
近
藤
の
語
り
違
い
か
と
思
わ
れ
る
。

阿
毘
縁
に
も
根
雨
に
も
有
名
な
鉄
山
師
が
い
た
。
阿
毘
縁
（
現
在
の
鳥
取
県
日
野
郡
日
南
町

阿
毘
縁
）
の
有
名
な
鉄
山
経
営
者
は
木
下
姓
を
称
し
て
い
た
。
初
代
木
下
彦
兵
衛
は
慶
長
年
間

（
一
五
九
六
～
一
六
一
五
）
に
入
植
し
て
上
阿
毘
縁
村
を
開
拓
し
、
鉄
山
で
産
を
な
し
た
と
さ

れ
る
。
根
雨
（
現
在
の
鳥
取
県
日
野
郡
日
野
町
根
雨
）
の
有
名
な
鉄
山
経
営
者
は
近
藤
姓
を
称

し
て
い
た
。
始
祖
近
藤
伝
兵
衛
が
江
戸
時
代
中
期
に
備
後
国
か
ら
根
雨
に
移
住
し
て
き
た
と
さ

れ
る
近
藤
家
は
備
後
屋
を
屋
号
と
し
、
近
藤
家
の
二
代
喜
兵
衛
が
安
永
八
年
（
一
七
七
九
）
に

初
め
て
製
鉄
を
開
始
し
て
か
ら
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
に
い
た
る
ま
で
代
々
製
鉄
業
を
営
ん

だ
。
第
四
代
平
右
衛
門
（
一
八
一
一
～
一
八
七
三
）
の
時
最
盛
期
に
達
し
、
製
鉱
所
計
六
ヵ
所
、

原田信之
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錬
鉄
所
計
八
ヵ
所
を
経
営
し
、年
産
は
銑
鉄
最
多
二
八
二
、八
〇
〇
貫
、錬
鉄
最
多
一
三
四
、〇

〇
〇
貫
に
及
ん
だ
と
い
う
。

『
岡
山
県
の
地
名
』に「
下
神
代
・
油
野
と
も
に
タ
タ
ラ
跡
・
鉄
穴
流
し
跡
が
多
数
あ
り
、江

戸
時
代
の
産
額
は
相
当
の
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
開
始
時
期
・
稼
行
期
間
な
ど
不
明
な

点
が
多
い
が
、
下
神
代
の
坂
根
に
金
沢

�
�
�
�

山
（
藩
営
、
天
保
八
年
開
設
）
、
油
野
の
三
室
に
三
室

山
（
藩
営
、
文
政
七
年
開
設
）
・
大
杉

�
�
�
�

山
・
亀�

�

ヶ
原�

�

、
上
油
野
に
京
坊

�
�
�
�
�

山
・
大
成

�
�
�
�

山
、
吉
田
に

大
重

�
�
�
�

山
の
鉄
山
（
タ
タ
ラ
と
大
鍛
冶
屋
を
兼
営
）
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
鉄
は
油
野
の
馬
子
に
よ

っ
て
川
之
瀬
に
運
ば
れ
て
い
た
。
」
と
あ
る
よ
う
に
、
下
神
代
・
油
野
地
区
（
現
新
見
市
）
だ

け
で
も
江
戸
時
代
の
鉄
山
経
営
は
か
な
り
盛
ん
で
あ
っ
た
。

阿
賀
郡
と
哲
多
郡
の
砂
鉄
産
額
に
つ
い
て
、『
阿
哲
畜
産
史
』
は
、
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）

に
阿
賀
郡
井
原
村
庄
屋
が
新
見
藩
へ
建
議
し
た
文
書
に
新
見
領
内
の
砂
鉄
採
取
高
が
三
万
五

六
千
駄
と
あ
る
こ
と
か
ら
、天
領
五
村（
実
村
・
成
地
村
・
花
見
村
・
大
井
野
村
・
山
奥
村
）で

同
額
、
さ
ら
に
松
山
領
（
上
神
代
村
・
油
野
村
）
分
と
あ
わ
せ
て
年
産
合
計
八
万
駄
と
計
算
し
、

「
こ
の
運
送
は
延
八
万
匹
の
駄
馬

�

�

�

�

�

�

�

を
要
す
る
こ
と
に
な
る
」
（
傍
点
原
文
）
と
述
べ
て
い
る
。

〈
事
例
11
〉
の
話
者
の
先
祖
は
馬
を
四
頭
か
五
頭
飼
っ
て
砂
鉄
を
運
ん
で
い
た
と
い
う
こ
と

で
あ
る
が
、
運
送
用
駄
馬
に
つ
い
て
『
新
見
市
史
』
は
、
「
鉄
山
業
の
機
能
を
実
際
に
活
動
さ

せ
る
原
動
力
に
な
る
も
の
の
一
つ
と
し
て
運
送
用
の
駄
馬
が
必
要
で
あ
っ
た
。
当
時
、
交
通
運

輸
機
関
の
第
一
要
具
で
あ
る
駄
馬
が
い
な
か
っ
た
な
ら
、
阿
賀
・
哲
多
地
方
に
鉄
山
業
は
発
達

し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
地
方
の
駄
馬
は
、
鉄
山
業
の
盛
ん
な
時
代
に
は
そ
の
頭
数
も
多

く
、
こ
の
駄
馬
に
よ
る
稼
ぎ
で
、
備
北
一
帯
の
経
済
は
大
い
に
潤
っ
た
の
で
あ
る
。
馬
子

�

�

に
よ

る
稼
ぎ
は
、
農
家
の
副
業
で
あ
っ
た
が
、
鉄
山
業
が
盛
ん
に
な
る
に
つ
れ
て
、
本
業
の
一
つ
に

な
っ
て
い
っ
た
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
阿
賀
・
哲
多
両
郡
で
年
に
延
べ
八
万
匹
の
運
送
用
駄
馬

が
必
要
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
多
数
の
駄
馬
が
各
村
で
飼
育
さ
れ
た
。
各
村
の
農
家
で
は
、
駄

馬
稼
ぎ
を
し
な
い
と
各
人
経
済
に
困
る
の
で
、
荷
物
さ
え
あ
れ
ば
駄
馬
稼
ぎ
を
し
、
飼
え
る
者

は
何
頭
で
も
飼
育
し
た
と
い
う
。

た
た
ら
製
鉄
は
大
量
の
木
炭
を
必
要
と
し
た
。
製
鉄
業
と
木
炭
に
つ
い
て
『
新
見
市
史
』
は

「
鉄
山
業
は
砂
鉄
が
な
け
れ
ば
成
立
し
な
い
が
、
同
時
に
砂
鉄
を
溶
解
す
る
木
炭
を
得
な
け
れ

ば
、
そ
の
経
営
は
成
り
立
た
な
い
。
炭
焼
き
す
な
わ
ち
木
炭
の
調
達
は
鉄
山
業
と
不
可
分
の
も

の
で
あ
る
。
か
つ
て
県
南
の
吉
備
地
方
で
行
わ
れ
て
い
た
製
鉄
業
が
北
部
で
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
も
、
中
国
山
地
の
砂
鉄
の
存
在
と
と
も
に
、
大
山
林
か
ら
木
炭
を
生
産
す
る
こ
と
が

で
き
た
か
ら
で
あ
る
。
東
は
美
作
、
北
は
伯
耆
、
西
は
備
後
の
国
境
を
な
す
分
水
嶺
は
、
全
部

御
林
山
で
あ
る
。
阿
新
地
方
の
こ
の
広
大
な
森
林
資
源
か
ら
無
尽
蔵
と
も
い
え
る
木
炭
の
製
造

が
で
き
た
か
ら
、
鉄
山
業
が
行
わ
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
」
と
述
べ
て
い
る
。

〈
事
例
12
〉
「
出
雲
へ
の
街
道
」

ま
あ
昔
は
こ
の
う
、
川
沿
い
に
は
道
路
が
な
か
っ
た
ん
で
す
が
山
か
ら
山
へ
渡
り
ょ
っ
た
ん

で
す
け
ぁ
な
。出
雲
街
道
い
う
の
が
こ
の
下
を
通
っ
と
る
ん
で
す
。上
市

�
�
�
�

内
ノ
草

�
�
�
�
�

か
ら
こ
れ（
田

曽
）
を
通
っ
て
油
野

�

�

へ
通
っ
て
行
く
ん
と
、
へ
え
か
ら
、
も
う
一
つ
は
木
戸

�

�

か
ら
芋
原

�
�
�
�

へ
行
っ

て
吉
川

�
�
�
�

を
通
っ
て
。
出
雲
街
道
二
本
あ
る
ん
で
す
ら
。
あ
か
せ
ん
が
。
昔
は
、
馬
と
か
あ
あ
な

ん
で
物
を
運
び
ょ
っ
た
ら
し
い
。
そ
の
頃
明
治
の
前
の
時
代
に
、
私
の
う
ち
に
は
馬
が
四
頭
お

っ
た
い
う
こ
と
は
聞
い
と
ん
で
す
が
な
。

（
出
雲
へ
の
街
道
は
田
曽
を
通
っ
た
の
か
）
足
立

�
�
�
�

に
抜
け
て
通
っ
と
る
ん
で
す
。
内
ノ
草

�
�
�
�
�

ゆ
う

と
こ
か
ら
。
ず
う
っ
と
下
り
た
と
こ
に
ね
、
田
ん
ぼ
が
あ
り
ま
す
。
荒
れ
田
が
。
そ
こ
を
通
っ

と
る
ん
で
す
。
へ
え
か
ら
、
芋
原

�
�
�
�

い
う
の
は
、
知
っ
と
ら
れ
ま
す
？
　
吉
川

�
�
�
�

と
芋
原
。
こ
の
田

曽
か
ら
ず
う
っ
と
こ
の
裏
に
吉
川
が
あ
る
と
こ
に
行
く
と
こ
に
芋
原
い
う
と
こ
が
あ
る
ん
で

す
よ
。
そ
こ
は
宿
場
だ
っ
た
ら
し
い
で
す
昔
。
そ
れ
も
出
雲
街
道
で
す
。
そ
の
芋
原
の
ち
ょ
っ

と
向
こ
う
に
上
吉
川

�
�
�
�
�
�

ゆ
う
の
が
あ
る
ん
で
す
が
、
Ａ
さ
ん
い
う
ん
が
お
る
そ
こ
の
家
の
か
み
に
、

ち
ょ
っ
と
奥
の
方
に
、か
な
く
そ
が
よ
う
け
あ
り
ま
す
そ
り
ゃ
ぁ
。そ
れ
が
芋
原
か
ら
吉
川
、上

吉
川
を
通
っ
て
、
三
坂
川

�
�
�
�
�

越
し
て
三
坂

�
�
�

か
ら
新
郷

�
�
�
�

の
方
へ
向
け
て
抜
き
ょ
う
た
ら
し
い
。
そ
れ

も
出
雲
街
道
。
へ
で
こ
っ
ち
の
街
道
は
、
油
野
へ
向
け
て
三
室
へ
入
っ
て
行
き
ょ
う
た
。
ど
っ

ち
も
ど
っ
ち
も
出
雲
街
道
で
す
。

〈
事
例
12
〉
は
出
雲
へ
行
く
街
道
に
つ
い
て
の
語
り
で
あ
る
。
田
曽
地
区
周
辺
の
、
出
雲
へ

行
く
街
道
と
し
て
は
、
上
市
︱
内
ノ
草
︱
田
曽
︱
足
立
︱
油
野
︱
三
室
へ
通
っ
て
行
く
道
と
、

木
戸
︱
芋
原
︱
吉
川
︱
上
吉
川
︱
三
坂
川
︱
三
坂
︱
新
郷
を
通
っ
て
行
く
道
と
、
二
本
あ
る
と

い
う
。
『
岡
山
県
の
地
名
』
に
「
横
見
︱
八
谷

�
�
�

（
矢
谷
）
︱
居
敷
野

�
�
�
�

︱
カ
タ
カ
ネ
︱
三
坂

�
�
�

︱
日�
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ヨ
リ
︱
佐
津
見

�

�

�

︱
奥
谷

�
�
�
�

（
三
坂
以
下
は
釜
村
）
と
続
く
伯
耆
へ
の
道
、
谷
内
︱
宇
津
草
︱
田
曽

︱
足
立
︱
吉
田

�
�
�

（
油
野
村
）
︱
亀
尾

�
�
�
�

（
高
瀬
村
、
現
神
郷
町
）
と
続
く
出
雲
へ
の
道
な
ど
が
あ

っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
」
と
あ
る
が
、
〈
事
例
12
〉
の
話
者
が
語
る
道
は
『
岡
山

県
の
地
名
』
に
記
さ
れ
て
い
る
道
と
微
妙
に
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
興
味
深
い
。
田

曽
周
辺
は
伯
耆
国
や
出
雲
国
へ
の
道
が
複
数
通
る
街
道
筋
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、

か
つ
て
は
こ
れ
ら
の
道
を
通
っ
て
駄
馬
が
砂
鉄
や
木
炭
等
を
運
ん
で
い
た
わ
け
で
あ
る
。

中
国
山
地
で
は
砂
鉄
の
採
取
に
よ
り
古
代
か
ら
製
鉄
が
行
わ
れ
た
。
奈
良
時
代
の
製
鉄
は

中
・
南
部
が
主
で
、
そ
の
後
中
国
山
地
の
開
発
が
進
ん
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
鎌
倉
時
代
の
建
仁

二
年
（
一
二
〇
二
）
伊
勢
神
宮
内
宮
領
「
神
代
野
部
御
厨
」（
現
在
の
新
見
市
域
内
に
比
定
）
が

成
立
し
、
鉄
三
千
挺
を
貢
納
し
て
い
る
。
近
世
以
降
は
た
た
ら
製
鉄
が
全
盛
期
を
迎
え
、
「
明

治
二
十
年
代
に
は
中
国
地
方
四
県
で
国
内
生
産
高
の
七
九
・
一
％
を
生
産
し
て
い
た
」
と
い
う

が
、
鉄
鉱
石
を
原
料
と
す
る
近
代
製
鉄
法
の
導
入
に
よ
り
た
た
ら
製
鉄
は
衰
退
し
て
い
っ
た
。

結
　
語

以
上
で
岡
山
県
新
見
市
の
金
売
吉
次
伝
説
に
関
す
る
筆
者
な
り
の
考
察
を
終
え
る
こ
と
と

し
た
い
。

備
中
国
（
現
在
の
岡
山
県
）
の
金
売
吉
次
伝
説
に
関
す
る
も
の
で
最
も
古
い
も
の
は
享
保
二

十
年
（
一
七
三
五
）
成
立
の
平
川
金
兵
衛
親
忠
『
古
戦
場
備
中
府
志
』
に
あ
る
記
述
で
あ
る
。
備

中
国
に
は
哲
多
郡
八
鳥
（
新
見
市
哲
西
町
八
鳥
）
と
哲
多
郡
井
村
田
曽
（
新
見
市
足
立
）
に
金

売
吉
次
関
連
伝
説
が
伝
承
さ
れ
て
い
る
。

新
見
市
哲
西
町
八
鳥
に
は
金
売
吉
次
生
誕
地
伝
説
が
伝
承
さ
れ
て
い
る
。
八
鳥
の
町
地
区
に

は
金
売
の
石
田
吉
次
末
春
が
住
ん
で
い
た
と
い
う
道
明
寺
屋
敷
と
称
さ
れ
る
地
が
あ
り
、
道
明

寺
屋
敷
に
は
吉
次
が
生
ま
れ
る
時
の
水
を
く
ん
だ
と
い
う
産
湯
の
井
戸
が
あ
る
。
八
鳥
で
調
査

す
る
と
、
吉
次
は
砂
鉄
の
商
い
を
し
て
い
た
ら
し
い
と
い
う
伝
説
や
金
売
吉
次
が
源
義
経
を
か

く
ま
う
た
め
に
こ
の
地
へ
連
れ
て
き
た
ら
し
い
と
い
う
伝
説
を
採
集
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
八

鳥
地
区
は
戦
国
期
か
ら
西
山
城
の
城
下
町
と
し
て
栄
え
た
地
域
で
、
西
山
城
は
源
頼
朝
の
御
家

人
市
川
別
当
行
房
に
よ
り
築
城
さ
れ
た
と
い
う
伝
承
が
あ
る
。こ
の
、西
山
城
が「
源
頼
朝
」の

御
家
人
市
川
別
当
行
房
に
よ
り
築
城
さ
れ
た
と
い
う
伝
承
と
、
「
源
頼
朝
」
の
弟
で
あ
っ
た
源

義
経
に
影
響
を
与
え
た
と
さ
れ
る
金
売
吉
次
が
こ
の
地
で
生
ま
れ
た
と
い
う
伝
説
と
の
間
に

は
密
接
な
影
響
関
係
が
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
、
西
山
城
築
城
者
伝
承
と
金
売
吉
次

伝
説
を
結
び
つ
け
る
ポ
イ
ン
ト
が
「
源
頼
朝
・
義
経
と
何
ら
か
の
関
係
を
も
つ
者
」
で
あ
る
こ

と
に
言
及
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
が
、
備
中
国
に
お
け
る
金
売
吉
次
伝
説
の
成
立
背
景
の
一

つ
と
し
て
見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い
視
点
だ
と
思
わ
れ
る
。
備
中
国
に
お
け
る
金
売
吉
次
伝
説

を
紹
介
す
る
最
も
古
い
文
献
で
あ
る
平
川
金
兵
衛
親
忠
『
古
戦
場
備
中
府
志
』
が
、
西
山
城
の

項
で
金
売
吉
次
伝
説
を
紹
介
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
平
川
金
兵
衛
親
忠
は
西
山
城

築
城
者
伝
承
と
金
売
吉
次
伝
説
を
結
び
つ
け
る
ポ
イ
ン
ト
が
「
源
頼
朝
・
義
経
と
何
ら
か
の
関

係
を
も
つ
者
」
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。
八
鳥
地
区
は

「
新
見
往
来
、
成
羽
往
来
、
東
城
往
来
の
三
差
路
に
な
っ
て
お
り
、
備
後
、
備
中
に
通
じ
る
要

衝
」
で
、
周
辺
地
で
生
産
さ
れ
た
鉄
が
集
ま
る
地
区
で
あ
っ
た
こ
と
と
あ
わ
せ
、
こ
の
地
に
金

売
吉
次
伝
説
が
伝
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
の
背
景
に
は
複
数
の
要
因
が
あ
る
ら
し
い
こ
と
が
う

か
が
え
る
。

新
見
市
足
立
に
は
金
売
吉
次
終
焉
地
伝
説
が
伝
承
さ
れ
て
い
る
。
足
立
の
田
曽
地
区
に
は
金

売
吉
次
の
墓
と
伝
え
ら
れ
る
金
石

�
�
�
�

さ
ん
と
呼
称
さ
れ
る
石
が
あ
る
が
、『
古
戦
場
備
中
府
志
』に

「
吉
次
が
塚
」
と
記
さ
れ
て
い
る
も
の
と
同
一
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
田
ん
ぼ
の
中
に
、
約

一
メ
ー
ト
ル
の
角
ば
っ
た
自
然
石
が
あ
り
、
そ
の
上
に
約
五
十
セ
ン
チ
の
だ
円
形
の
平
た
い
石

が
置
か
れ
て
い
る
。
そ
の
だ
円
形
の
石
を
た
た
く
と
キ
ン
キ
ン
と
金
属
性
の
音
が
す
る
た
め
金

石
さ
ん
と
呼
ば
れ
て
き
た
よ
う
で
あ
る
。
田
曽
で
は
吉
次
が
源
平
合
戦
の
際
源
氏
の
武
士
を
案

内
し
て
こ
の
地
に
来
て
住
み
つ
き
こ
こ
で
亡
く
な
っ
た
の
で
葬
っ
た
と
い
う
言
い
伝
え
が
あ

る
と
い
う
。
田
曽
周
辺
は
た
た
ら
製
鉄
の
盛
ん
で
あ
っ
た
地
で
、
現
在
で
も
大
量
の
か
な
く
そ

が
残
っ
て
い
る
。
田
曽
周
辺
は
伯
耆
国
や
出
雲
国
へ
の
道
が
複
数
通
る
街
道
筋
で
、
こ
れ
ら
の

道
を
通
っ
て
多
数
の
駄
馬
が
砂
鉄
等
を
運
ん
で
い
た
。
田
曽
の
金
石
さ
ん
に
つ
い
て
、
鉄
そ
の

他
の
物
資
の
運
搬
を
業
と
す
る
問
屋
の
商
人
か
ま
た
は
鉄
山
師
の
墓
で
は
な
い
か
と
い
う
説

が
あ
る
が
、
関
連
資
料
が
な
い
た
め
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
た
だ
、
『
古
戦
場
備
中
府
志
』
に
記

さ
れ
て
い
る
高
野
山
東
光
院
に
観
音
像
を
寄
進
し
た
と
い
う
道
明
寺
屋
石
田
氏
吉
次
末
春
の

原田信之

（
　
）
46
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）
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（
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よ
う
に
、
実
際
に
金
売
吉
次
を
名
乗
る
荷
物
運
送
問
屋
商
人
か
鉄
山
師
か
が
存
在
し
て
い
た
可

能
性
は
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

た
た
ら
製
鉄
は
砂
鉄
を
溶
解
す
る
大
量
の
木
炭
を
必
要
と
し
た
た
め
、
中
国
山
地
の
広
大
な

森
林
資
源
か
ら
大
量
の
木
炭
が
生
産
さ
れ
て
た
た
ら
製
鉄
に
使
用
さ
れ
た
。
備
中
国
の
金
売
吉

次
伝
説
を
読
み
解
く
鍵
は
、
や
は
り
「
た
た
ら
製
鉄
」
と
「
炭
焼
」
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

柳
田
国
男
氏
は
「
炭
焼
小
五
郎
が
事
」
に
お
い
て
、
羽
前
村
山
郡
宝
沢
と
岩
代
信
夫
郡
平
沢

に
炭
焼
藤
太
の
居
住
遺
跡
が
あ
り
そ
の
子
が
吉
次
・
吉
内
・
吉
六
の
三
兄
弟
の
金
売
で
あ
っ

た
こ
と
、
信
州
園
原
の
伏
屋
長
者
の
先
祖
が
金
売
吉
次
で
そ
の
父
が
炭
焼
藤
太
で
あ
っ
た
こ
と
、

加
賀
の
芋
掘
藤
五
郎
黄
金
伝
説
の
イ
モ
は
鋳
物
師

�

�

�

の
イ
モ
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
金
屋
が
神
と

そ
の
旧
伝
を
奉
じ
て
各
地
を
漂
泊
し
て
い
た
種
族
で
あ
る
こ
と
、
金
売
吉
次
の
黄
金
専
門
も

「
一
つ
の
空
想
で
あ
っ
た
」
こ
と
等
を
述
べ
、
「
吉
次
の
遺
迹
と
い
う
地
」
が
両
立
し
な
い
ほ

ど
各
地
に
あ
る
の
は
「
す
な
は
ち
彼
自
身
が
運
搬
自
在
な
る
仮
想
の
人
物
で
あ
っ
た
一
つ
の
証

拠
で
、
さ
ら
に
推
測
を
進
め
て
み
れ
ば
、
中
古
実
在
の
鋳
物
師
に
、
吉
を
名
乗
り
に
用
い
た
人

の
多
か
っ
た
こ
と
と
、
何
ぞ
の
関
係
が
あ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
」
と
記
し
て
い
る
。

新
見
市
に
金
売
吉
次
伝
説
が
伝
え
ら
れ
て
き
た
背
景
に
は
、
中
国
地
方
各
地
で
盛
ん
で
あ
っ

た「
た
た
ら
製
鉄
」の
存
在
が
強
く
関
係
し
て
い
る
と
推
定
さ
れ
る
。柳
田
国
男
氏
が
説
く
、炭

焼
小
五
郎
伝
説
や
金
売
吉
次
伝
説
を
語
り
つ
つ
各
地
を
漂
泊
し
た
炭
焼
や
鋳
物
師
な
ど
の
職

能
集
団
の
存
在
も
伝
説
の
成
立
に
何
ら
か
の
影
響
を
与
え
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、

吉
次
を
名
乗
る
複
数
の
人
物
が
存
在
し
て
い
た
可
能
性
に
つ
い
て
も
考
え
て
お
く
必
要
が
あ

ろ
う
（
本
稿
で
検
討
し
た
、
道
明
寺
屋
石
田
氏
吉
次
末
春
も
そ
の
一
人
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ

る
）
。

新
見
市
の
金
売
吉
次
伝
説
に
は
、金
売
吉
次
伝
説
が
成
立
す
る
の
に
必
要
な「
た
た
ら
製
鉄
」

「
炭
焼
」
「
鋳
物
師
」
な
ど
の
要
素
が
す
べ
て
そ
ろ
っ
て
い
る
う
え
、
金
売
吉
次
の
生
誕
地
伝

説
か
ら
終
焉
地
伝
説
ま
で
伝
承
さ
れ
て
い
る
。
金
売
吉
次
伝
説
の
研
究
を
進
展
さ
せ
て
ゆ
く
う

え
で
、
新
見
市
の
伝
承
事
例
は
大
変
貴
重
な
も
の
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

〈
注
〉

〔
本
稿
に
お
け
る
諸
資
料
よ
り
の
引
用
文
中
、
旧
漢
字
・
異
体
字
は
原
則
と
し
て
通
行
の
字

体
に
改
め
た
。
〕

（
１
）
引
用
は
日
本
古
典
文
学
全
集
『
義
経
記
』
（
小
学
館
・
一
九
七
一
）
に
よ
っ
た
。
な
お
、

吉
次
に
関
し
て
は
、
学
習
院
大
学
図
書
館
蔵
本
『
平
治
物
語
』
下
巻
に
「
毎
年
陸
奥
へ
下
る

金
商
人
」
（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
保
元
物
語
　
平
治
物
語
　
承
久
記
』
岩
波
書
店
）
、

百
二
十
句
本
『
平
家
物
語
』
巻
十
一
に
「
五
条
の
橋
の
辺
な
る
末
春
と
い
ふ
商
人
」（
新
潮

日
本
古
典
集
成
『
平
家
物
語
下
』
新
潮
社
）
、
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
第
六
本
に
「
三
条
ノ

橘
次
ト
云
シ
金
商
人
」（
『
延
慶
本
平
家
物
語
本
文
篇
下
』
勉
誠
出
版
）
、『
源
平
盛
衰
記
』

巻
四
十
六
に
「
遮
那
王
殿
こ
そ
男
に
な
り
て
、
金
商
人
に
具
し
て
」（
『
源
平
盛
衰
記
下
巻
』

有
朋
堂
書
店
）
、
な
ど
と
記
さ
れ
て
い
る
。
野
口
隆
氏
「
金
売
吉
次
伝
（
上
）
」
（
「
大
阪

学
院
大
学
通
信
」
三
四
（
五
）
、
二
〇
〇
三
・
８
）
・
「
金
売
吉
次
伝
（
下
）
」
（
「
大
阪

学
院
大
学
通
信
」
三
四
（
七
）
、
二
〇
〇
三
・
10
）
、
藪
本
勝
治
氏
「
『
義
経
記
』
の
金
売

り
吉
次
と
陵
兵
衛
」
（
「
国
語
国
文
」
七
九
（
一
一
）
、
二
〇
一
〇
・
11
）
、
参
照
。

（
２
）
日
本
歴
史
地
名
大
系
『
岩
手
県
の
地
名
』
（
平
凡
社
）
、
「
長
者
原
廃
寺
」
の
項
。

（
３
）
日
本
歴
史
地
名
大
系
『
宮
城
県
の
地
名
』
（
平
凡
社
）
、
「
大
曲
村
」
の
項
。

（
４
）
日
本
歴
史
地
名
大
系
『
宮
城
県
の
地
名
』
（
平
凡
社
）
、
「
須
江
村
」
の
項
。

（
５
）
日
本
歴
史
地
名
大
系
『
山
形
県
の
地
名
』
（
平
凡
社
）
、
「
上
宝
沢
村
」
の
項
。

（
６
）
日
本
歴
史
地
名
大
系
『
福
島
県
の
地
名
』
（
平
凡
社
）
、
「
高
瀬
村
」
の
項
。

（
７
）
日
本
歴
史
地
名
大
系
『
熊
本
県
の
地
名
』
（
平
凡
社
）
、
「
吉
次
峠
」
の
項
。

（
８
）
『
吉
備
群
書
集
成
（
五
）
』
（
歴
史
図
書
社
・
一
九
七
〇
）
所
収
「
古
戦
場
備
中
府
志
」
、

一
八
〇
頁
。名
前「
吉
次
・
末
春
」に
つ
い
て
は
、注
１
に
示
し
た
よ
う
に
百
二
十
句
本『
平

家
物
語
』
巻
十
一
に
「
五
条
の
橋
の
辺
な
る
末
春
と
い
ふ
商
人
」
、
延
慶
本
『
平
家
物
語
』

第
六
本
に
「
三
条
ノ
橘
次
ト
云
シ
金
商
人
」
と
あ
る
。

（
９
）
『
備
中
集
成
志
』
（
吉
田
書
店
・
一
九
四
三
）
、
一
三
八
頁
。

（
10
）加
藤
英
郎
氏
所
蔵
文
書『
備
中
国
哲
多
郡
八
鳥
村
誌（
明
治
十
六
年
調
　
調
査
済
）』（『
哲

西
史
〈
史
料
編
（
一
）
〉
』
哲
西
町
・
二
〇
〇
五
、
所
収
）
。

岡山県新見市の金売吉次伝説
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（
11
）
『
阿
哲
郡
誌
上
巻
』
（
社
団
法
人
阿
哲
郡
教
育
会
・
初
版
一
九
二
九
・
復
刻
版
一
九
七

六
）
、
二
二
五
頁
。

（
12
）
注
８
の
『
吉
備
群
書
集
成
（
五
）
』
所
収
「
古
戦
場
備
中
府
志
」
、
一
七
九
頁
。

（
13
）
注
９
の
『
備
中
集
成
志
』
、
三
五
九
頁
。

（
14
）
『
岡
山
県
大
百
科
事
典
　
下
巻
』
（
山
陽
新
聞
社
・
一
九
八
〇
）
、
「
西
山
城
」
の
項
。

（
15
）
新
訂
増
補
国
史
大
系
『
吾
妻
鏡
第
一
』
（
吉
川
弘
文
館
・
一
九
八
四
）
、
一
九
三
頁
。

（
16
）
日
本
歴
史
地
名
大
系
『
岡
山
県
の
地
名
』
（
平
凡
社
）
、
「
西
山
城
跡
」
の
項
。

（
17
）
話
者
は
岡
山
県
新
見
市
哲
西
町
八
鳥
の
男
性
（
昭
和
二
十
一
年
生
）
。
平
成
二
十
八
年

（
二
〇
一
六
）
六
月
五
日
・
原
田
調
査
、
採
集
稿
。

（
18
）
話
者
は
岡
山
県
新
見
市
哲
西
町
八
鳥
の
女
性
（
昭
和
十
年
生
）
。
平
成
二
十
八
年
（
二

〇
一
六
）
六
月
五
日
・
原
田
調
査
、
採
集
稿
。

（
19
）
松
居
松
葉
（
真
玄
）
著
『
金
売
吉
次
』
（
青
木
嵩
山
堂
、
一
九
〇
〇
）
。
小
説
。
『
哲

西
史
』
（
哲
西
町
・
一
九
六
三
）
に
内
容
の
梗
概
が
記
さ
れ
て
い
る
（
七
一
～
七
四
頁
）
。

（
20
）
（
21
）
話
者
は
注
18
の
八
鳥
の
女
性
（
昭
和
十
年
生
）
。
平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
）

六
月
五
日
・
原
田
調
査
、
採
集
稿
。

（
22
）
話
者
は
注
17
の
八
鳥
の
男
性
（
昭
和
二
十
一
年
生
）
。
平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
）
六

月
五
日
・
原
田
調
査
、
採
集
稿
。

（
23
）
『
哲
西
史
』
（
哲
西
町
・
一
九
六
三
）
、
六
四
頁
。

（
24
）
話
者
は
岡
山
県
新
見
市
足
立
田
曽
の
男
性
（
昭
和
十
一
年
生
）
。
平
成
二
十
八
年
（
二

〇
一
六
）
六
月
四
日
・
原
田
調
査
、
採
集
稿
。

（
25
）
平
成
二
十
八
年
に
田
曽
地
区
で
調
査
し
た
時
に
は
地
区
の
住
居
は
一
軒
の
み
で
他
は
す

べ
て
空
き
家
に
な
っ
て
い
た
。

（
26
）
話
者
は
注
24
の
田
曽
の
男
性
（
昭
和
十
一
年
生
）
。
平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
）
六

月
四
日
・
原
田
調
査
、
採
集
稿
。

（
27
）
『
新
見
市
史
通
史
編
下
編
』
（
新
見
市
・
一
九
九
一
）
、
五
三
五
頁
。

（
28
）
横
田
昌
宜
氏
「
金
売
吉
次
と
「
た
た
ら
吹
き
」
製
鉄
」
（
「
高
梁
川
　
第
三
二
号
」
一

九
七
五
・
８
）
。

（
29
）
注
23
の
『
哲
西
史
』
、
七
〇
～
七
一
頁
。

（
30
）
話
者
は
岡
山
県
新
見
市
足
立
田
曽
の
男
性
(昭
和
二
十
七
年
生
)。
平
成
二
十
八
年
（
二
〇

一
六
）
六
月
四
日
・
原
田
調
査
、
採
集
稿
。

（
31
）
話
者
は
注
24
の
田
曽
の
男
性
（
昭
和
十
一
年
生
）
。
平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
）
六

月
四
日
・
原
田
調
査
、
採
集
稿
。

（
32
）
岡
山
県
古
代
吉
備
文
化
財
セ
ン
タ
ー
編
「
岡
山
県
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
１
４
４

大
成
山
た
た
ら
遺
跡
群
　
三
室
川
ダ
ム
建
設
に
伴
う
発
掘
調
査
」（
岡
山
県
教
育
委
員
会
・

一
九
九
九
）
。

（
33
）
注
32
の
「
岡
山
県
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
１
４
４
　
大
成
山
た
た
ら
遺
跡
群
　
三

室
川
ダ
ム
建
設
に
伴
う
発
掘
調
査
」
、
９
頁
。

（
34
）
話
者
は
注
24
の
田
曽
の
男
性
（
昭
和
十
一
年
生
）
。
平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
）
六

月
四
日
・
原
田
調
査
、
採
集
稿
。

（
35
）
注
28
の
横
田
昌
宜
氏
「
金
売
吉
次
と
「
た
た
ら
吹
き
」
製
鉄
」
は
田
曽
の
金
石
さ
ん
に

つ
い
て
、
「
「
カ
ネ
石
」
さ
ん
の
田
の
字
名
は
「
古
ヤ
シ
キ
」
で
あ
り
、
そ
の
東
側
の
畑
の

字
名
は
「
焼
ヤ
シ
キ
」
と
い
う
か
ら
、
米
子
街
道
ぞ
い
に
鉄
そ
の
他
の
物
資
の
運
搬
を
業
と

す
る
問
屋
か
、
ま
た
は
鉄
山
師
（
註
三
、
「
か
ん
な
」
「
た
た
ら
」
「
か
じ
や
」
な
ど
を
経

営
し
た
資
本
家
。
※
引
用
元
の
註
）
の
「
ヤ
シ
キ
」
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
…
／

と
す
る
と
、
問
題
の
「
カ
ネ
石
」
さ
ん
は
、
お
そ
ら
く
そ
う
い
う
問
屋
の
商
人
か
ま
た
は
鉄

山
師
の
墓
で
あ
ろ
う
と
推
察
さ
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

（
36
）
話
者
は
注
24
の
田
曽
の
男
性
（
昭
和
十
一
年
生
）
。
平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
）
六

月
四
日
・
原
田
調
査
、
採
集
稿
。

（
37
）
『
岡
山
県
の
地
名
』
「
上
阿
毘
縁
村
」
の
項
。

（
38
）
木
村
時
夫
氏
「
根
雨
近
藤
家
の
歴
史
ー
あ
る
た
た
ら
製
鉄
業
者
の
軌
跡
ー
」
（
「
早
稲

田
人
文
自
然
科
学
研
究
　
第
二
五
号
」
一
九
八
四
・
３
）・「
根
雨
近
藤
家
の
歴
史
（
承
前
）

ー
あ
る
た
た
ら
製
鉄
業
者
の
軌
跡
ー
」（
「
早
稲
田
人
文
自
然
科
学
研
究
　
第
二
九
号
」
一

九
八
六
・
３
）
。
『
岡
山
県
の
地
名
』
「
根
雨
宿
」
の
項
。

（
39
）
注
16
の
『
岡
山
県
の
地
名
』
、
「
下
神
代
村
」
の
項
。

原田信之
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（
40
）
松
尾
惣
太
郎
編
著
『
阿
哲
畜
産
史
』（
阿
哲
畜
産
農
業
協
同
組
合
連
合
会
・
一
九
五
五
）
、

七
二
～
七
三
頁
。

（
41
）
『
新
見
市
史
　
通
史
編
上
巻
』
（
新
見
市
・
一
九
九
三
）
、
八
六
六
頁
。

（
42
）
注
40
の
『
阿
哲
畜
産
史
』
、
九
九
～
一
〇
〇
頁
。
『
神
郷
町
史
』
（
神
郷
町
・
初
版
一

刷
一
九
七
一
・
初
版
二
刷
二
〇
〇
五
）
「
馬
子
（
ま
ご
）
」
の
項
に
「
鉄
山
に
働
く
職
工
は

在
地
の
百
姓
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
長
い
経
験
を
も
っ
た
専
門
家
で
な
く
て
は
な
ら
な

い
か
ら
だ
。
（
略
）
山
子
の
中
に
は
、
鉄
山
専
門
の
も
の
も
い
た
し
、
在
地
の
百
姓
で
、
農

作
業
の
合
間
々
々
に
炭
焼
き
を
す
る
も
の
も
い
た
が
、農
家
の
二
～
三
男
で
、十
七
～
十
八

才
に
も
な
る
と
、大
て
い
馬
を
索
い
て
荷
物
輸
送
に
当
る
馬
子
に
な
っ
て
働
い
た
。（
略
）油

野
で
も
三
室
で
も
、馬
は
ど
の
家
に
も
飼
い
、多
い
家
で
は
六
～
七
頭
も
飼
っ
て
い
た
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。釜
村
で
も
高
瀬
で
も
、お
そ
ら
く
そ
の
程
度
は
飼
っ
て
い
た
だ
ろ
う
と
想

像
さ
れ
る
」
（
三
九
四
頁
）
と
あ
る
。

（
43
）
注
38
の
木
村
時
夫
氏
「
根
雨
近
藤
家
の
歴
史
」
は
、
た
た
ら
製
鉄
で
使
う
木
炭
の
量
に

つ
い
て
、「
た
た
ら

�

�

�

製
鉄
に
は
多
量
の
木
炭
を
必
要
と
す
る
が
、
一
工
程
（
一
代

�
�
�

）
は
三
昼

夜
な
い
し
四
昼
夜
を
要
し
、
そ
れ
に
要
す
る
木
炭
は
三
、
〇
〇
〇
貫
で
あ
っ
た
と
い
う
。
し

た
が
っ
て
一
製
鉱
所
に
お
け
る
木
炭
の
年
間
消
費
量
は
約
三
〇
万
貫
で
、
こ
れ
が
六
ヵ
所

で
あ
れ
ば
一
八
〇
万
貫
、さ
ら
に
鍛
冶
工
程
で
一
〇
〇
万
貫
以
上
を
要
し
た
と
い
う
か
ら
、

そ
の
量
は
き
わ
め
て
尨
大
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
た
そ
れ
に
必
要
な
山
林
を
確
保
せ
ね
ば
な

ら
ぬ
こ
と
を
意
味
し
た
。
」
と
述
べ
て
い
る
。

（
44
）
注
41
の
『
新
見
市
史
　
通
史
編
上
巻
』
、
八
九
四
頁
。

（
45
）
話
者
は
注
24
の
田
曽
の
男
性
（
昭
和
十
一
年
生
）
。
平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
）
六

月
四
日
・
原
田
調
査
、
採
集
稿
。

（
46
）
『
岡
山
県
の
地
名
』
「
井
村
」
の
項
。

（
47
）
『
岡
山
県
の
地
名
』
「
総
論
」
「
神
代
郷
」
の
項
。

（
48
）
注
41
の
『
新
見
市
史
　
通
史
編
上
巻
』
、
八
八
〇
頁
。

（
49
）
柳
田
国
男
氏
「
炭
焼
小
五
郎
が
事
」
（
ち
く
ま
文
庫
版
『
柳
田
国
男
全
集
１
』
筑
摩
書

房
・
一
九
八
九
、
所
収
）
。

（
50
）
大
山
喬
平
氏
「
供
御
人
・
神
人
・
寄
人
」
（
『
日
本
の
社
会
史
第
６
巻
』
岩
波
書
店
・

一
九
八
八
、
所
収
）
、
笹
本
正
治
氏
『
異
郷
を
結
ぶ
商
人
と
職
人
』
（
中
央
公
論
新
社
・
二

〇
〇
二
）
、
谷
川
健
一
氏
「
鍛
冶
屋
の
母
」
（
『
谷
川
健
一
全
集
９
』
冨
山
房
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
・
二
〇
〇
七
、
所
収
）
、
網
野
善
彦
氏
『
中
世
の
生
業
と
流
通
』
（
『
網
野
善
彦

著
作
集
第
九
巻
』
岩
波
書
店
・
二
〇
〇
八
、
所
収
）
。

連
絡
先
：
原
田
信
之
　
　
　

新
見
公
立
大
学
看
護
学
部
　
〒
七
一
八
︱
八
五
八
五
　
新
見
市
西
方
一
二
六
三
︱
二

（
二
〇
一
六
年
十
一
月
三
十
日
受
理
）

岡山県新見市の金売吉次伝説


